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COMPANY  ｜ YAWATAについて

くるまを通して地域社会に貢献し、グローバル企業へと成長する姿をご紹介致します。
YAWATAでは、50年以上続く歴史の中で培ってきた自動車に関する技術力と、お客様、社員、車のすべてを家族のよう
に愛する心が、働く全てのスタッフに受け継がれ続けています。

MESSAGE  ｜ 代表のあいさつ

経歴
1985年　St Thomas Academy高校入学（アメリカ）
1988年　上智大学比較文化学部入学
1993年　株式会社 日商岩井(現双日)入社/エネルギー化学プラント中東担当
1998年　株式会社 八幡自動車商会入社
2020年　マサチューセッツ工科大学入学

表彰
株式会社船井総合研究所より“最優秀新チャネル開発賞”＋“ベスト躍進カンパニー”受賞
株式会社コバックより年間車検台数3,000台達成“KOBAC GOLD MEMBERS”認定
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社より高品質代理店“AAA”認定＋“優秀代理店ゴールドエージェンシー”認定
損害保険ジャパン日本興亜株式会社より業務品質優秀代理店として“中核代理店ライジングJ賞”受賞

社会問題解決と新しいスタンダードを提案するグローバル企業

私達はJapanese Standardの整備技術をベースに会社を立ち上げました。
創業から55年経った今、その技術は世界的にも高い評価を得ることができています。
私たちは自分の仕事を誇りに思い、多くのお客様、国境、人種を乗り越え、素晴らしい商品とサービスを提供していくこと
こそが、グローバルな社会問題を解決する企業としての使命だと考えています。
日本国内のみならず、アジア・オセアニアにおいても活躍できるビジネスの展開を目指しています。

代表取締役社長　 池田 等

COMPANY

This is how our company has been contributing to communities through automobiles and how we have been growing into a global 
company.
In YAWATA, automobile-related technologies cultivated in its 50 years of history and a love for customers, employees, and automo-
biles, as if they were our family, have been passed on to all the staff working with us.

We launched our company based on the maintenance techniques of the Japanese Standard.
Fifty-five years have passed since our foundation, and today our technologies enjoy a high reputation worldwide.
We are proud of our work and believe that it is our mission as a company solving global social issues to provide excellent products and 
services to as many customers as possible beyond national and ethnic boundaries. 
Beyond Japan, we also aim to expand our business further into Asia and Oceania.

Profile
1985　Entered St Thomas Academy High School (USA)
1988　Entered the Faculty of Comparative Culture of Sophia University
1993　Entered Nissho Iwai Corporation (currently Sojitz Corporation)/
　          Work responsibilities , included an energy and Chemical Plant in the Middle East 
1998　Entered Yawata Jidosha Shokai Co., Ltd.
2020　Entered Massachusetts Institute of  Technology (USA)

Commendations
Awarded “The Best New Channel Development Award” + “The Best Growth Company” by Funai Consulting Co., Ltd.
Recognized by KOBAC Co., Ltd. as “KOBAC GOLD MEMBERS” for achieving of an annual automobile inspection of 3,000 units.
Recognized as an“ AAA Agency of High Quality” + “Excellent Gold Agency” by Aioi Nissay Dowa Insurance Co., Ltd. 
Awarded “Core Agency Rising J Award” as an excellent agency for business quality by Sompo Japan Nipponkoa Insurance Inc. 

A global company that proposes new standerds and as well as solutions to social issues.

President Hitoshi Ikeda



弊社では山形県山形市・酒田市に自動車販売店を構え、年間2,000台の販売実績を誇っています。

自動車販売 山形No.1。　累計約30,000台の実績!

出張展示会では、業界の常識を覆す3日間で150台の販売!

OVERVIEW  ｜ 概要

LOCATIONS  ｜ 店舗CHART  ｜ 数字で見るYAWATA

・R286鉄砲町店
・酒田店 

R286鉄砲町店

出張展示会（山形国際交流プラザ/山形ビッグウイング）

酒田店 

・鉄砲町店
・酒田店
・八幡店 

・山形店
・酒田店 

CAR SALES

OVERVIEW 売
上
高（
億
円
）

約20年で70倍の売上!
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Our company has automobile dealers in Yamagata City and Sakata City, boasting an annual sales volume of 2,000 cars.

Financial results for the fiscal year ended in January 2019 are 3.5 billion yen! 
The number of customers topped 20,000! 

No. 1 car sales volume in Yamagata.   Total sales  : 30,000 cars!

At a car fair, we sold 150 cars in three days, an unprecedented sales record for the industry!

Car Fair (Yamagata International Exchange Plaza/Yamagata Big Wing).

Sales have grown seventy-fold over about 20 years!

S
ales (billion

 yen
)

KOBAC (car inspections)
・R286 Teppoumachi Store
・Sakata Store

Fino (car sales)
・Yamagata Store
・Sakata Store

MODOLLY  (body repair & painting)
・Teppomachi Store
・Sakata Store
・Yawata Store

R286 Teppomachi Store Sakata Store

平成31年度1月決算35億円

CAR SALES  ｜ 自動車販売

取引お客様数20,000名様!



弊社では日本最高水準の国土交通省指定工場として50年間の実績があり、年間8,000台以上の車検をお任せいただ
いております。厳しい基準をクリアし、最新技術と高度な整備スキルで、高品質な修理をご提供してきた結果です。

CAR INSPECTION  ｜ 車検・整備

2年連続顧客満足度部門 日本1受賞。
※全国コバック約500店舗中

楽天車検アワード2019 山形県ランキングNo.1!

車検台数東北No.1。　累計約20万台の実績!

CAR INSPECTION

（ ） 第 号月 日（日曜日） (第三種郵便物認可)年（ ） 第 号月 日（日曜日） (第三種郵便物認可)年
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内

陸

【
酒
田
】
◇
…
市
議
会
運
営
委
員

会
は
午
前

時
、
市
役
所
。

【
鶴
岡
】
◇
…
荘
内
神
社
宝
物
殿

「
古
典
雛
展
」
は
午
前
９
時
、
同

神
社
。
４
月
４
日
ま
で
。

◇
…
新
社
会
人
ス
タ
ー
ト
セ
ミ
ナ

ー
「
実
践
的
ビ
ジ
ネ
ス
・
接
客
マ

ナ
ー
講
座
」
は
午
前
９
時
半
、
マ

リ
カ
東
館
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
研
修
室
。

【
新
庄
】
◇
…
福
田
地
区
ま
ち
づ

く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
午
後
６
時

半
、
福
田
公
民
館
。

【
真
室
川
】
◇
…
健
康
相
談
は
午

前
９
時
、
総
合
保
健
施
設
。

【
大
石
田
】
◇
…
ま
ち
づ
く
り
座

談
会
は
午
後
７
時
、
庚
申
町
公
民

館
。

【
村
山
】
◇
…
村
山
地
区
交
通
問

題
研
究
委
員
会
は
午
前

時
、
村

山
警
察
署
。

◇
…
税
の
相
談
所
は
午
前

時
、

市
商
工
会
館
。

◇
…
事
業
承
継
対
策
セ
ミ
ナ
ー
は

午
後
２
時
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
。

◇
…
全
国
各
流
居
合
道
さ
く
ら
ん

ぼ
大
会
実
行
委
員
会
は
午
後
４

時
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
。

【
東
根
】
◇
…
高
崎
地
区
高
齢
者

学
級
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
は

午
前
８
時
半
、
市
屋
内
多
目
的
コ

ー
ト
。

◇
…
さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ォ
ー
ラ
ム
剪

定
（
せ
ん
て
い
）
講
習
会
は
午
後

１
時
、
神
町
西
３
丁
目
の
武
田
喜

三
郎
さ
ん
の
園
地
。

◇
…
お
ほ
り
っ
子
ク
ラ
ブ
「
竹
と

ん
ぼ
・
紙
ヒ
コ
ー
キ
を
作
ろ
う
」

は
午
後
２
時
、
長
瀞
公
民
館
。

◇
…
花
見
の
宴
は
午
後
４
時
半
、

神
町
南
１
丁
目
の
須
藤
一
元
さ
ん

の
園
地
。
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山

形

広

域

【
寒
河
江
】
◇
…
寒
河
江
料
理
飲

食
業
組
合
新
年
会
は
午
後
１
時
、

ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
。

【
河
北
】
◇
…
戸
籍
電
算
化
稼
働

式
は
午
前
８
時
半
、
町
役
場
。

【
西
川
】
◇
…
町
議
会
運
営
委
員

会
は
午
後
１
時
半
、
町
役
場
。

【
山
形
】
◇
…
生
ご
み
処
理
機
等

購
入
補
助
事
業
指
定
販
売
店
説
明

会
は
午
後
１
時
半
、
市
役
所
。

【
中
山
】
◇
…
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ

ー

健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
午
前
９
時
、
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
。

【
天
童
】
◇
…
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
団
設
立

周
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
は
午
後
６
時
、
天

童
ホ
テ
ル
。

【
上
山
】
◇
…
や
っ
て
み
っ
べ
講

演
会
は
午
後
１
時
半
、
保
健
セ
ン

タ
ー
。

◇
…
市
長
と
語
る
車
座
ミ
ー
テ
ィ
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置

賜

ン
グ
は
午
後
７
時
、
長
清
水
公
民

館
。

【
米
沢
】
◇
…
米
沢
養
護
学
校
高

等
部
の
「
よ
ね
よ
う
市
役
所
バ
ザ

ー
」
は
午
前
９
時
半
、
市
役
所
１

階
市
民
ホ
ー
ル
。

日
ま
で
。

【
川
西
】
◇
…
健
康
相
談
は
午
後

１
時
、
町
役
場
。

◇
…
高
齢
者
に
や
さ
し
い
宅
配
シ

ス
テ
ム
意
見
交
換
会
は
午
後
７

時
、
大
塚
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
。

【
南
陽
】
◇
…
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
立
候
補
届
け
出
の
受
け
付

け
は
午
前
８
時
半
、
市
役
所
。

◇
…
吉
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
は
午
後
７
時
、
吉
野
公
民

館
。

【
長
井
】
◇
…
市
・
県
民
税
申
告

相
談
は
午
前
８
時
、
Ｊ
Ａ
山
形
お

き
た
ま
西
根
支
店
。

◇
…
大
沖
地
区
市
政
座
談
会
は
午

後
６
時
半
、
大
沖
公
民
館
。

◇
日
本
棋
院
寒
河
江
支
部
月
例
会

（

日
・
寒
河
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽
Ａ
ク
ラ
ス

①
松
田
文
夫
四
段

②
佐
藤
啓
文
六
段
③
白
田
洋
六
段
④

松
村
英
一
七
段
⑤
黒
川
嘉
左
エ
門
三

段
▽
Ｂ
ク
ラ
ス

①
岩
岡
認
二
段
②

鈴
木
忠
一
初
段
③
工
藤
晴
業
二
段
④

植
松
俊
雄
二
段
⑤
阿
部
幸
治
二
段

◇
２
０
０
９
年
度
舟
形
町
将
棋
大

会

（

日
・
町
中
央
公
民
館
）

▽
Ａ
ク
ラ
ス

①
原
田
寛
明
初
段

（
酒
田
）
②
高
橋
真
治
三
段
（
真
室

川
）
③
佐
藤
重
和
二
段
（
同
）
④
細

谷
昭
男
初
段
（
最
上
）
⑤
岡
部
怜
央

初
段
（
鶴
岡
）

▽
Ｂ
ク
ラ
ス

①
後
藤
正
美
（
天

童
）
②
柿
本
春
夫
（
新
庄
）
③
奥
山

雄
介（
天
童
）④
松
浦
涼
二
（
新
庄
）

⑤
土
田
正
治
（
舟
形
）
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２
局
は
村
山
地
方
の
地
域
放
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で
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ズンチャカクラブ
落語の時間
人生応演歌
教育と福祉
み仏の心
Ｇ・Ｍサンデー▽
村山地域耳寄り情報
とんと昔話
山形市社協声だより
イベント情報
すてきにクラシック
はいうぇい▽
カレパラ▽
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人
生
設
計
を
堂
々
と
発
表

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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ｂ

天
童
市
の
天
童
高
（
高
野
昌
二
校
長
）
の
１
年
生
に
よ
る
「
私

の
夢
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
発
表
会
が

日
、
天
童
市
民
プ
ラ
ザ
で

開
か
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
若
々
し
い
感
性
で
、
夢
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
人
生
設
計
を
堂
々
と
発
表
し
た
。

１
年
生
２
０
０
人
の
代
表

人

が
国
家
試
験
の
受
験
や
進
学
、
結

婚
や
出
産
、
退
職
後
の
暮
ら
し
方

な
ど
、
自
分
の
人
生
設
計
と
将
来

像
を
発
表
し
た
。

芦
野
良
道
君
は
「
道
〜
良
い
道
」

と
題
し
て
中
学
校
教
諭
に
な
る
夢

を
発
表
。
結
婚
や
子
育
て
、
子
ど

も
の
成
長
な
ど
も
重
ね
合
わ
せ
な

が
ら
退
職
後
ま
で
を
思
い
描
い

た
。
斉
藤
亮
君
は
「
祖
父
の
死
で

人
間
の
死
の
重
さ
を
知
っ
た
。
人

の
役
に
立
つ
仕
事
を
し
た
い
」
と

医
療
の
仕
事
を
志
望
す
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
を
説
明
し
、「
患

者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

趣
味
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

横
尾
莉
紗
さ
ん
は
漫
画
家
に
な

る
夢
を
掲
げ
、
「
専
門
学
校
で
基

礎
や
応
用
を
学
び
、

〜

歳
で

漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
る
作
品
を
描
き
、

歳
で
引
退
し
た
い
」
と
発
表
し
た
。

会
場
に
は
保
護
者
も
訪
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

同
校
の
１
年
生
は
総
合
学
科
の

科
目
「
産
業
社
会
と
人
間
」
を
履

修
。
社
会
人
を
招
い
て
講
話
を
聞

い
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
す
る
な
ど

し
て
将
来
の
職
業
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
る
。
発
表
会
は
そ
の

授
業
の
集
大
成
的
な
位
置
付
け
で

毎
年
開
催
し
て
い
る
。
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成
果
を
分
か
り
や
す
く

寒
河
江

工
業
高

課
題
研
究
を
公
開
発
表

寒
河
江
市
の
寒
河
江
工
業
高

（
吉
田
敏
明
校
長
）
の
課
題
研

究
校
外
発
表
会
が

日
、
同
市

技
術
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
、
３

年
生
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
研

究
成
果
を
発
表
し
た
。
４
学
科

の
代
表
４
グ
ル
ー
プ

人
が
発
表

し
た
。
内
容
は
、
か
き
氷
を
自

動
で
作
る
シ
ス
テ
ム
（
電
子
機

械
科
）
、
寒
河
江
川
の
臥
龍
橋

を
復
元
し
た
模
型
制
作
（
情
報

技
術
科
）
、
同
市
の
沼
川
の
水

質
改
善
を
目
指
す
取
り
組
み
（
土

木
科
）
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
制
作
し

て
競
技
会
で
の
入
賞
を
目
指
し
た

研
究
（
機
械
科
）
。
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
や
成
果
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
、
最
優
秀
賞
に

は
臥
龍
橋
の
模
型
を
制
作
し
た

情
報
技
術
科
の
グ
ル
ー
プ
が
選
ば

れ
た
。

電
子
機
械
科
の
粟
野
貴
紀
喜

（
あ
き
よ
し
）
君

は
「
物
を

一
か
ら
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
作
る
こ

と
の
難
し
さ
を
知
っ
た
。
み
ん
な

で
協
力
し
た
経
験
を
社
会
人
に
な

っ
て
も
生
か
し
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。

生
徒
の
課
題
研
究
を
公
開
し
、

工
業
人
と
し
て
の
自
覚
を
育
て
よ

う
と
毎
年
開
い
て
い
る
。
会
場

に
は
地
元
企
業
の
関
係
者
ら
約

人
が
訪
れ
、
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

自動でかき氷を作る

システム（手前）に

ついて説明する寒河

江工業高電子機械科

の３年生＝寒河江市

技術交流プラザ

自
分
の
夢
と
人
選
設
計
を
堂
々
と

披
露
す
る
天
童
高
１
年
生
の
代
表

天
童
市
民
プ
ラ
ザ

山
形
二
中

修
学
旅
行
前
に
学
習
会
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ｂ
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ｂ
ｂ
ｂ
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沖
縄
県
在
住
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
シ
ン
ガ
ー
会
沢
芽

美
さ
ん
（
右
）
の
歌
と

語
り
を
聞
き
、
戦
争
の

悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ

に
つ
い
て
学
ぶ
山
形
二

中
の
生
徒
た
ち

山
形
市

山
形
市
の
山
形
二
中
（
渡
辺
文

英
校
長
、
５
８
０
人
）
で

日
、

沖
縄
県
在
住
で
、
沖
縄
戦
や
平
和
、

基
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作
演
奏

活
動
を
続
け
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

シ
ン
ガ
ー
会
沢
芽
美
さ
ん
を
招
い

た
学
習
会
が
開
か
れ
た
。

現
在
の
２
年
生
が
４
月
に
修
学

旅
行
で
沖
縄
県
を
訪
問
す
る
の
を

前
に
事
前
学
習
の
一
環
と
し
て
開

催
し
、
全
校
生
徒
が
聴
講
し
た
。

会
沢
さ
ん
は
沖
縄
の
わ
ら
べ
歌

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
独
唱
に
語
り

や
朗
読
を
交
え
て
講
演
。「
（
略
）

ど
う
し
て
平
和
の
た

め
に
戦
を
す
る
の

ど

う
し
て
言
葉
が
あ
る
の

に
話
し
合
え
な
い
の

（
略
）

わ
た
し
は
ま

だ
言
葉
を
な
く
し
て
い

ま
せ
ん

（
略
）

声

を
上
げ
て
歌
い
続
け
ま

す

平
和
を
つ
く
り
出

す
た
め
に
は
殺
し
合
っ
て
は
い
け

な
い
と

（
略
）
」
と
い
う
宮
城

県
の
女
子
中
学
生
の
詩
を
基
に
し

た
歌
を
披
露
。
「
今
は
平
和
で
い

い
と
思
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
だ
ま
っ
て
い
た
ら
あ
の
時

代
に
戻
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を

考
え
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
た
。
生
徒
を
代
表
し
、
２

年
の
井
上
柊
人
（
し
ゅ
う
と
）
君

と
佐
藤
晃
士
君

が
「
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
に
つ
い
て
一

層
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
今

後
の
事
前
学
習
に
生
か
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。
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叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章

渡
辺
さ
ん
の

受
章
祝
賀
会
大江

２
０
０
９
年
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝

単
光
章
（
社
会
福
祉
功
労
）
を
受

章
し
た
大
江
町
本
郷
、
渡
辺
惣
一

さ
ん

‖
写
真
‖
の
受
章
祝
賀

会
が

日
、
同
町
の
町
民
ふ
れ
あ

い
会
館
で
開
か
れ
た
。

渡
辺
さ
ん
は
１
９
７
４
（
昭
和

）
年
か
ら
２
０
０
７
年
ま
で
民

生
児
童
委
員
を
務
め
、
１
９
９
２

年
か
ら
町
民
生
・
児
童
委
員
協
議

会
長
と
し
て
活
躍
。
住
民
の
相
談

支
援
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
。
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
、

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

長
も
歴
任
し
、
社
会
福
祉
の
向
上

に
尽
く
し
た
。

祝
賀
会
に
は
１
１
５
人
が
出

席
。
祝
賀
会
実
行
委
員
長
の
斎
藤

徳
治
町
民
生
・
児
童
委
員
Ｏ
Ｂ
会

長
が
「
数
多
く
の
福
祉
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
健
康
に

留
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
渡
辺
兵
吾
町
長

ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

関
係
者
か
ら
花
束
を
受
け
取
っ

た
渡
辺
さ
ん
は
「
町
民
の
元
気

な
顔
を
見
る
た
め
に
頑
張
っ
て

き
た
。
社
会
福
祉
に
携
わ
る

方
々
は
体
を
大
切
に
し
て
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
た
。

叙
勲
で
旭
日
小
綬
章

山
本
さ
ん
の

受
章
を
祝
う
山形

２
０
０
９
年
秋
の
叙
勲
で
旭
日

小
綬
章
（
私
学
振
興
功
労
）
を
受

け
た
山
本
学
園
理
事
長
の
山
本
恒

雄
さ
ん

山
形
市
諏
訪
町
２

丁
目
、
写
真

の
受
章
祝
賀
会
が

日
夕
、
山
形
市
の
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
で
開
か
れ
た
。

関
係
者
約
３
０
０
人
が
出
席
。

発
起
人
を
代
表
し
、
田
中
俊
道
山

本
学
園
理
事
が
「
山
本
理
事
長
の

私
学
教
育
へ
の
熱
意
、
活
躍
は
関

係
者
に
と
っ
て
も
誇
り
」
と
あ
い

さ
つ
。
遠
藤
利
明
衆
院
議
員
ら
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

山
本
さ
ん
は
「
受
章
は
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
役

目
を
全
う
で
き
る
よ
う
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
た
。

山
本
さ
ん
は
１
９
８
３
（
昭
和

）
年
、
山
本
学
園
理
事
長
に
就

任
。
全
国
私
学
振
興
会
連
合
会
理

事
、
県
私
立
学
校
総
連
合
会
長
な

ど
を
歴
任
し
、
私
学
教
育
の
振
興

に
尽
力
し
た
。

年
と
２
０
０
０

年
に
専
修
学
校
教
育
功
労
、
私
学

審
議
会
委
員
功
労
で
そ
れ
ぞ
れ
文

部
大
臣
表
彰
を
、

年
に
職
業
能

力
開
発
行
政
関
係
功
労
で
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
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町
民
の
警
察
署
員

２
人
を
顕
彰
小
国

小
国
町
の
小
国
地
区
警
察
官
友

の
会
（
舟
山
慶
三
会
長
、

人
）

主
催
の
「
町
民
の
警
察
官
顕
彰
と

懇
親
の
夕
べ
」
が

日
夜
、
同
町

の
松
風
館
で
開
か
れ
、
席
上
、
小

国
警
察
署
員
２
人
を
表
彰
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
地
域
交
通

課
地
域
係
主
任
の
丹
雅
之
巡
査
部

長

と
刑
事
生
活
安
全
課
生
活

安
全
係
主
任
の
奥
山
諭
さ
ん

。
こ
の
日
は
関
係
者

人
が
出
席

し
、
舟
山
会
長
が
２
人
に
表
彰
状

を
手
渡
し
た
。
舟
山
会
長
は
「
町

の
安
心
安
全
が
保
た
れ
て
い
る
の

は
小
国
署
員
の
頑
張
り
が
あ
る
か

ら
こ
そ
。
わ
た
し
た
ち
も
治
安
維

持
の
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

同
会
は
、
職
務
に
励
み
、
安
全

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
小
国
署
員
を
毎
年
、
表
彰
し

て
い
る
。

早
坂
山
形
七
小

校
長
の
表
彰
祝
う

学
校
体
育
功
労
者

２
０
０
９
年
度
の
学
校
体
育
功

労
者
と
し
て
日
本
学
校
体
育
研
究

連
合
会
か
ら
表
彰
を
受
け
た
山
形

市
小
学
校
体
育
連
盟
会
長
で
山
形

七
小
校
長
の
早
坂
良
（
ま
こ
と
）

さ
ん

同
市
瀬
波
３
丁
目
、

写
真

の
祝
賀
会
が

日
、
同
市

の
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開
か
れ

た
。
関
係
者
約

人
が
出
席
し
、

発
起
人
代
表
の
小
川
潔
山
形
市
東

沢
小
校
長
、
後
藤
恒
裕
市
教
育
長

ら
が
学
校
体
育
の
研
究
と
実
践
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お
け
る
早
坂
さ

ん
の
功
績
を
紹
介
。
早
坂
さ
ん
は

「
子
ど
も
の
意
識
と
向
き
合
っ
た

指
導
を
心
掛
け
て
き
た
。
表
彰
の

感
激
を
胸
に
さ
ら
に
精
進
に
努
め

る
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

早
坂
さ
ん
は
初
任
校
の
金
井
小

で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ

ー
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
に
尽

力
。
１
９
９
２
年
の
べ
に
ば
な
国

体
当
時
は
県
教
育
庁
の
職
員
と
し

て
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
競
技

力
向
上
に
努
め
、
山
形
市
教
委
で

は
体
育
の
指
導
資
料
作
り
に
取
り

組
ん
だ
。
金
山
町
有
屋
小
、
山
形

市
東
沢
小
の
両
校
長
を
歴
任
し
、

現
在
は
県
小
学
校
体
育
連
盟
連
絡

協
議
会
長
な
ど
を
務
め
て
い
る
。

表
彰
を
受
け
る
丹
雅
之
さ
ん

（
中
央
）と
奥
山
諭
さ
ん（
右
）

小
国
町
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BODY REPAIR
 & PAINTING

With a record of 50 years as one of the top-level maintenance garages designated by the Ministry of Land, Infrastructure, Transport 
and Tourism, our company is entrusted with the inspection of more than 8,000 cars annually. This is thanks to our ability to provide 
repair works of high quality using state-of-the-art technologies and maintenance skills that pass strict standards.

We have carried out more automobile inspections in the Tohoku area than any other company. 
More than 200,000 cars have come to us for inspections.

Awarded the Best Shop in Japan for customer satisfaction rating category for two consecutive years. 
*Out of 500 KOBAC shops across the country.
Achieved a No.1 ranking in Yamagata Prefecture Ranking for Rakuten Automobile Inspection Award 2019!

BODY REPAIR & PAINTING  ｜ 鈑金・塗装

弊社では最新技術と高度なスキルで、高品質な修理をご提供させていただいております。

板金修理台数 全国第2位。※全国コバック約500店舗中

厳しい基準をクリアした工場のみに認可する指定工場は、全損害保険会社様よりお任せいただいております。（五十音順）

We provide high-quality repair services using state-of-the-art technologies and high-level skills. 

We are ranked No. 2 in body repair & painting across the country. 
*Out of 500 KOBAC shops across the country.

損害保険会社指定工場

・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社  ・AIG損害保険株式会社
・損害保険ジャパン日本興亜株式会社  ・東京海上日動火災保険株式会社

We are designated by all non-life insurance companies as their designated factory, an honour only given to places that meet strict 
standards . (Listed alphabetical order below).

・AIG General Insurance Company,Ltd.  ・Aioi Nissay Dowa Insurance Co., Ltd.   
・Sompo Japan Nipponkoa Insurance Inc.  ・Tokio Marine & Nichido Fire Insurance Co., Ltd.

The designated garage by non-life insurance company-designated repair shop.
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自
動
車
整
備
販
売
業
の
八
幡
自
動
車
商
会
（
酒
田
市
東
両
羽
町
、
池
田
等
社
長
）
は

こ
と
し
２
月
か
ら
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
贈
る
募
金
活
動
に
取
り
組
み
、
半
年

間
で
通
算
１
万
本
を
達
成
し
た
。
客
か
ら
か
け
ら
れ
た
「
あ
り
が
と
う
」
の
数
に
応
じ

て
結
核
ワ
ク
チ
ン
を
寄
付
す
る
な
ど
独
自
の
ル
ー
ル
を
設
け
、
全
社
員
で
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

「
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
」
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
八
幡
自
動
車
商
会

酒
田
市

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

同
社
は
、
会
社
周
辺
で
の
清
掃
活

動
や
募
金
な
ど
の
社
会
奉
仕
活
動
を

続
け
て
お
り
、
昨
年
暮
れ
に
池
田
社

長
が
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
）
「
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク

チ
ン
を

日
本
委
員
会
」
の
活
動
を

知
っ
た
。

は
し
か
や
ポ
リ
オ
な
ど
の
感
染
症

を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
る
こ
と
で
、
高
い

確
率
で
病
気

の
発
症
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
世
界
で
は
一
日
約

４
千

人
も
の
子
ど
も
た
ち
が

感
染
症
に

か
か
り
、
５
歳
ま
で
の

生
存
率
が

低
い
国
も
多
い
。
こ
う
し
た

過
酷

な
現
実
を
知
っ
た

池
田
社
長
が
去

年

月
に
社
員
と
話
し
合
っ
て
「
ワ

ク
チ
ン
運
動
」
に

参
加
す
る
こ
と

を
決
め
、
２
月
か
ら

活
動
を
開
始

し
た
。

客
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ

れ
る
と
１
本
の

ワ
ク
チ
ン
、
車
検

を
１
台
契
約
す
る
ご
と
に
２
本
、
車

１
台
を
販
売
す
る
と

５
本
を
寄
付

す
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
設
定
し
た
。

社
員

人
は
ポ
ケ
ッ
ト
に

入
れ
た

メ
モ
帳
に
毎
日
、
ワ
ク
チ
ン
の
数
を

記
載
。
１
カ
月
単
位
で

集
計
し
て

ワ
ク
チ
ン
の
数
に
応
じ
た

基
金
を

日
本
委
員
会
に

寄
付
し
、
８
月
末

に
通
算
１
万
１
０
０
３
本
を
達
成
し

た
。池

田
社
長
は
「
『
あ
り
が
と
う
』

の
一
声
と
私
た
ち
の
行
動
で
幼
い
命

が
救
え
る
や
り
が
い
が
生
ま
れ
た
。

愛
す
る
人
た
ち
の
た
め
に
頑
張
ろ
う

と
仕
事
に
対
す
る
社
員
の
意
識
も
変

化
し
て
き
た
」
と
語
る
。
社
内
は
２

万
本
達
成
に
向
け
て
盛
り
上
が
っ
て

い
る
と
い
う
。

ルール決め募金活動 酒田の八幡
自動車商会
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地元の風景水彩画に

患者と住民が交流 病院祭

県立鶴岡病院で８日、恒

例の病院祭が開かれ、患者

と家族、住民らがゲームやバザーなど

を楽しんだ‖写真。

同病院の体育館と生活療法センター

に射的や輪投げなどのゲーム、作業療

法で患者が作った和紙工芸やキルティ

ング作品の展示販売コーナーを設け

た。希望者が自慢ののどを披露するカ

ラオケ大会も開かれ、患者と来場した

住民らが催しを通じて交流を深めてい

た。

県内に残るかやぶき屋根

の古民家を撮り続けている

今野栄一さん（駅東１丁目）の写真展

がひらたタウンセンターで開かれてい

る。

今野さんは県内各地を巡り、 年に

わたってかやぶき屋根の古民家を撮影

している。今回は 点を紹介。雪をか

ぶった風情のある民家や、屋根の修復

作業の様子などをさまざまな角度から

撮った作品が並ぶ。 日まで。

工夫さまざま庄内刺し子

平田さしこの会（三浦敬

子会長、 人）が作った庄

内刺し子の展示会が山王くらぶで開か

れている＝写真。

庄内刺し子は「日本三大刺し子」の

一つで、幾何学模様が特徴的。今回は

ポケットが付いた実用性のあるリュッ

クサックや、リボンをあしらった帽子、

ヒョウタンの絵柄を施したのれんなど

工夫を凝らした作品 点を展示してい

る。訪れた人は丁寧に仕上げられた作

品に見入っていた。 日まで。

酒田市山谷の水彩画家阿

部智幸（としゆき）さん

の作品展が湯野浜温泉の「龍の湯」

内にある蔵ギャラリー氷室で開かれて

いる‖写真。

雪原に青白く写る影や、水面を揺ら

しながら進むカモの親子、畜舎がある

農家の様子など、地元の風景を描いた

約 点を紹介。透明感あふれる色彩で

光と影を表現した作品が訪れた人の目

を引いている。阿部さんは「ありふれ

た風景を見直すきっかけになれば」と

話している。 日まで。

趣あるかやぶき屋根 写真展

ちぎり絵柔らかな風合い

鶴岡和紙ちぎり絵サーク

ル（小沢紀美代表）の作品

展が８日、鶴岡アートフォーラムで始

まった。

会員 人や講師らが約120点を出品。

さまざまな色の和紙を使って、身近な

風景や祭り、草花などを表現し、柔ら

かな風合いの作品が並ぶ。小沢代表の

「浅い春」は 号の大作で、カヤで囲

われた民家の後ろに残雪の月山がそび

える懐かしい風景を描いた。９種類の

クラゲ、鶴岡公園や七五三掛（しめか

け）などサクラの名所を題材にした共

同作品も来場者の目を引いている。

日まで。

【
酒
田
】
◇
…
全
日
本
シ
ニ
ア
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
開
会
式

は
午
前
８
時
半
、
光
ケ
丘
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
。

◇
…
土
岐
田
八
段
追
善
記
念
将
棋

大
会
は
午
前

時
、
浜
田
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
。

【
遊
佐
】
◇
…
え
い
が
わ
ー
る
ど

は
午
前

時
半
、
町
立
図
書
館
。

【
庄
内
】
◇
…
駅
前
ふ
れ
あ
い
朝

市
は
午
前
６
時
半
、
Ｊ
Ｒ
余
目
駅

前
ふ
れ
あ
い
ひ
ま
わ
り
広
場
。

【
鶴
岡
】
◇
…
森
林
環
境
教
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
森
の
遊
え
ん
ち
」

は
午
前

時
半
、
中
台
池
ブ
ナ
の

森
。

◇
…
あ
つ
み
温
泉
夕
市
は
午
後
３

時
、
か
じ
か
通
り
。

日
も
。

◇
…
東
北
公
益
文
科
大
大
学
院
公

開
講
座
「
メ
デ
ィ
ア
と
ソ
ー
シ
ャ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
午

後
６
時
、
同
大
学
院
。

【
三
川
】
◇
…
発
明
ク
ラ
ブ
は
午

前
９
時
、
児
童
交
流
セ
ン
タ
ー
。

役
者
絵
や
浮
世
絵

写
楽
の
復
刻
作
品

酒
田
で
展
示
会

江
戸
時
代
の
天
才
絵
師
と
呼
ば

れ
た
東
洲
斎
写
楽
の
復
刻
作
品
を

紹
介
す
る
「
甦
（
よ
み
が
え
）
る

〜
江
戸
町
民
が
愛
し
た
色
彩
と
線

東
洲
斎
写
楽
展
」
が
酒
田
市
松

山
文
化
伝
承
館
で
開
か
れ
て
い
る

‖
写
真
。

展
示
し
て
い
る
の
は
酒
田
市
竹

田
の
住
職
五
十
嵐
光
洋
さ
ん
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
１
９
８
４
年
に

東
京
都
新
宿
区
の
伝
統
木
版
工
房

「
ア
ダ
チ
版
画
研
究
所
」
が
復
刻

し
た
作
品

点
。
「
三
代
目
大
谷

鬼
次
の
奴
江
戸
兵
衛
」
な
ど
、
落

ち
着
い
た
色
合
い
で
繊
細
な
タ
ッ

チ
の
役
者
絵
、
東
根
市
長
瀞
出
身

で
子
ど
も
力
士
と
し
て
人
気
を
集

め
た
大
童
山
文
吾
郎
の
堂
々
と
し

た
土
俵
入
り
の
浮
世
絵
な
ど
が
並

ん
で
い
る
。

月

日
ま
で
の
期

間
中
、
制
作
時
期
ご
と
に
作
品
を

入
れ
替
え
て
計
１
１
２
点
を
紹
介

す
る
。

今
月

日
午
後
１
時
半
か
ら
五

十
嵐
さ
ん
が
「
写
楽
の
謎
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
を
行
う
。
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ビオラの音色楽しんで
鶴岡出身
渡部さん庄内であす演奏会

鶴岡市出身で元ＮＨＫ交響楽団のビオラ

奏者渡部啓三さん（東京）の演奏会が 日、

庄内町の北月山ロッジで開かれる。

渡部さんは国立音楽大教授などを歴任。

現在はＮＨＫ庄内文化センターの講師など

を務めている。当日はビオラのほか、バイ

オリンも演奏し、「メヌエット」「アベマ

リア」など 曲を披露する予定。

地元立谷沢川や月山のわき水を使ったコ

ーヒーや地元菓子店のスイーツも用意す

る。前売り券と当日券はともに２千円。問

い合わせは庄内町商工観光課立谷沢川流域

振興係0234562213。
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山
岳
写
真
家
の
佐
藤
要
さ
ん

酒
田
市
亀
ケ
崎
７
丁
目

が
山
の
写
真
や
エ
ッ
セ
ー
を
載
せ

た
小
冊
子
「
山
歩
き
の
雑
記
帳
」

‖
写
真
‖
第
３
号
を
発
行
し
た
。

朝
日
連
邦
の
鳥
原
山
で
の
「
芋
煮

登
山
」
や
初
冬
の
鳥
海
山
な
ど
、

身
近
な
山
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い

る
。山

登
り
を
趣
味
と
す
る
人
な
ど

が
自
分
の
考
え
や
作
品
を
発
表
す

る
場
と
し
て
、
こ
と
し
３
月
に
第

１
号
を
発
行
。
今
回
は
庄
内
地
方

と
仙
台
市
に
住
む
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
、
自
然
写
真
家
、
薬
剤
師
ら
６

人
が
写
真
と
文
な
ど
を
寄
せ
た
。

表
紙
を
飾
る
の
は
元
高
校
教
諭

の
登
山
家
池
田
昭
二
さ
ん
（
酒
田

市
）
が
愛
用
し
た
登
山
靴
の
写
真
。

革
製
の
特
注
品
で
、
何
度
も
修
理

を
重
ね
て
大
事
に
使
っ
て
い
た
と

い
う
。
佐
藤
さ
ん
は
「
重
厚
感
が

あ
り
、
５
年
間
に
６
０
０
日
も
山

に
登
っ
た
池
田
さ
ん
の
に
お
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
」
と
話
す
。

秋
の
風
物
詩
「
芋
煮
」
の
話
題

は
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
紹
介
。
ほ
か

に
弥
陀
ケ
原
散
策
絵
地
図
、
ブ
ナ

林
の
紅
葉
、
薄
紅
色
に
染
ま
る
雲

海
の
上
に
月
山
と
朝
日
連
邦
が
浮

か
ぶ
写
真
も
掲
載
し
て
い
る
。

カ
ラ
ー
Ｂ
６
判

㌻
。
５
０
０

部
を
作
製
し
た
。
価
格
は

５
０
０
円
。
酒
田
市
、
鶴

岡
市
、
遊
佐
町
の
書
店
な

ど
で
販
売
し
て
い
る
。
第

４
号
は

月
発
行
の
予

定
。
問
い
合
わ
せ
は
佐
藤

要
写
真
事
務
所
０
２
３
４

（
２
３
）
３
５
３
３
。

ク
ロ
ダ
イ
放
流

元
気
で
ね
加
茂
小
児
童
と

地
区
自
治
振
興
会

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

大
鳥
池
の
大
自
然
表
現

10
年
版
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作
る
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

あさひむら
観 光 協 会鶴

岡
市
の
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協

会
（
松
本
寿
太
会
長
）
は
２
０
１

０
年
版
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ

ー
「
朝
日
連
峰

大
鳥
池
」
を
作

っ
た
。

写
真
は
、
出
羽
の
古
道
・
六
十

里
越
街
道
な
ど
庄
内
地
域
の
風
景

を
中
心
に
撮
影
を
続
け
る
写
真
家

斎
藤
政
広
さ
ん

酒
田
市

に
依
頼
し
た
。
大
鳥
池
は
伝
説
の

巨
大
魚
「
タ
キ
タ
ロ
ウ
」
が
生
息

し
て
い
た
と
さ
れ
る
神
秘
の
池
。

斎
藤
さ
ん
は
年
に
２
、
３
回
ほ
ど

大
鳥
池
を
訪
れ
て
い
る
が
、
今
回

採
用
し
た
写
真
は
こ
こ

年
ほ
ど

の
間
に
撮
影
し
た
作
品
を
中
心
に

選
ん
だ
。

表
紙
を
含
め
て
７
枚
の
写
真
で

大
鳥
池
周
辺
の
大
自
然
を
表
現
。

ブ
ナ
の
新
緑
が

美
し
く
春
の
息

吹
が
感
じ
ら
れ

る
風
景
や
、
以

東
岳
の
山
頂
に

通
じ
る
山
道
か

ら
見
渡
し
た
紅

葉
と
大
鳥
池
と

の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
な
ど
を
と
ら

え
て
い
る
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
２
カ
月
で
１
枚

の
写
真
を
使
用
。
縦
約

㌢
、
横

約

㌢
で
、
２
５
０
０
部
作
っ
た
。

１
部
８
０
０
円
だ
が
、

部
以
上

注
文
の
場
合
は
１
部
６
０
０
円
に

割
り
引
く
。
申
し
込
み
は
今
月

日
ま
で
。
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会

は
「
カ
レ
ン
ダ
ー
を
め
く
り
な
が

ら
大
鳥
池
周
辺
の
四
季
折
々
の
自

然
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
」
と
し

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
鶴
岡
市

朝
日
庁
舎
内
の
同
協
会
０
２
３
５

（
５
３
）２
１
１
１
内
線
３
７
６
。

ク
ロ
ダ
イ
の
稚

魚
を
放
流
す
る

加
茂
小
の
５
年

生
た
ち

鶴
岡
市
・
加

茂
レ
イ
ン
ボ
ー

ビ
ー
チ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

鶴
岡
市
の
加
茂
地
区
自
治
振
興

会
（
小
松
金
悦
郎
会
長
）
は
８
日
、

同
市
の
加
茂
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ー
チ

で
加
茂
小
の
５
年
生
６
人
と
一
緒

に
ク
ロ
ダ
イ
の
稚
魚
を
放
流
し

た
。ク

ロ
ダ
イ
の
放
流
は
、
子
ど
も

た
ち
に
海
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
初
め
て
企
画
。
同
市
の
県
栽
培

漁
業
セ
ン
タ
ー
で
飼
育
し
た
７
〜

８
㌢
の
ク
ロ
ダ

イ
約
１
３
０
０

匹

を

用

意

し

た
。台

風

号
の

接
近
で
小
雨
が

降

っ

て

い

た

が
、
海
は
穏
や

か
で
、
児
童
た

ち
は
稚
魚
が
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
水

面
に
近
づ
け

大
き
く
な
っ
て

ね
」

元
気
で
ね

と
声
を
掛
け
な

が
ら
丁
寧
に
海
に
放
し
た
。
菅
原

颯
人

は
や
と

君

は
「
大
き

く
育
っ
た
ク
ロ
ダ
イ
を
釣
る
日
が

今
か
ら
楽
し
み
」と
話
し
て
い
た
。

山
歩
き
の
魅
力
一
冊
に

庄
内

仙
台
の
６
人

写
真
と
文
掲
載

あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
が
作
っ
た
２
０
１
０
年

版
カ
レ
ン
ダ
ー
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【主な事業】

◇山辺中用地買収費等

３億8500万円

◇山辺中基本設計等業務委託料

4745万円

◇スクールバス購入費 787万円

◇119番通報直接受信整備工事

102万円
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【主な事業】

◇町情報・物産館総菜加工所

設置事業 393万円

◇町土地開発公社支援事業

６億9520万円

◇子育て支援医療給付事業

2452万円

◇町立図書館整備事業 654万円

山
辺
町
の
２
０
１
１
年
度
一
般

会
計
予
算
の
総
額
は

億
５
８
０

８
万
円
で
、

年
度
当
初
比

・

４
％
の
増
。

年
度
内
の
完
成
を

目
指
す
山
辺
中
新
校
舎
建
設
に
向

け
た
用
地
取
得
費
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
３
年
連
続
の

増
額
編
成
と
な
っ
た
。

学
校
関
連
で
は
、

年
度
に
改

築
工
事
に
着
手
す
る
山
辺
中
の
用

地
買
収
費
な
ど
に
３
億
８
５
０
０

万
円
、
基
本
設
計
や
地
質
調
査
な

ど
の
基
本
設
計
等
業
務
委
託
料
４

７
４
５
万
円
、
山
辺
中
整
備
基
金

積
立
金
１
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

ま
た
、
鳥
海

小
と
中
中
学
校

が

年
度
末
に

閉
校
し
、
両
校

の
児
童
生
徒
が

年
度
か
ら
７
〜

８
㌔
離
れ
た
大
寺
小
と
山
辺
中
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
に
備
え
、
通
学
用

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費
７
８
７

万
円
と
閉
校
記
念
誌
や
記
念
事
業

補
助
で

万
円
を
計
上
し
た
。

防
災
関
係
で
は
、
町
民
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
を
山
形
市
の
消
防

本
部
が
直
接
受
信
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
整
備
工
事
費
・
負
担

金
と
し
て
３
６
４
万
円
を
盛
り
込

ん
だ
。

中
山
町
の
２
０
１
１
年
度
一
般

会
計
予
算
は
総
額

億
３
７
０
０

万
円
で
、

年
度
当
初
比

・
１

％
の
大
幅
増
。
中
山
町
土
地
開
発

公
社
支
援
事
業
と
し
て
約
７
億
円

を
計
上
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
４

年
連
続
の
増
額
編
成
と
な
っ
た
。

同
公
社
は
、
な
か
や
ま
西
部
工

業
団
地
の
整
備
や
雪
捨
て
場
な
ど

公
共
用
地
の
取
得
を
行
っ
て
い

る
。
従
来
、
金
融
機
関
か
ら
借
り

て
い
た
約
８
億
６
千
万
円
の
債
務

の
う
ち
、
６
億
９
５
２
０
万
円
を

町
か
ら
借
り
受
け
、
金
利
負
担
を

軽
減
す
る
。
町
は
財
政
調
整
基
金

な
ど
を
財
源
に
す
る
。

町
情
報
・
物
産
館
に
総
菜
加
工

所
を
併
設
す
る
改
修
費
と
し
て
３

９
３
万
円
。
ひ
ま
わ
り
温
泉
な
ど

を
管
理
・
運
営
す
る
中
山
町
振
興

公
社
が
、
温
泉
の
宿
泊
部
門
を
委

託
す
る
民
間
企
業
か
ら
宴
会
場
を

購
入
す
る
予
定
が
あ
り
、
同
温
泉

関
連
施
設
購
入
費
と
し
て
３
１
０

０
万
円
を
計
上
し
た
。

年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定

し
て
い
る
町
立

図
書
館
の
整
備

事
業
で
は
６
５

４
万
円
を
充
て

る
。
中
山
中
整
備
基
金
に
１
億
５

４
１
６
万
円
を
積
み
立
て
る
。

山
辺
中
の
改
築
へ
増
額

土
地
開
発
公
社
を
支
援
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∂
∂
∂
∂

東
根
市
は
、
第
４
次
市
行
財
政

改
革
大
綱
（
計
画
期
間
２
０
０
６

〜

年
度
）
を
具
体
化
す
る
た
め

の
項
目
を
掲
げ
た
「
集
中
改
革
プ

ラ
ン
」
の
５
年
間
の
推
進
状
況
と
、

次
期
計
画
（

〜

年
度
）
の
策

定
基
本
方
針
を
ま
と
め
た
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
は
、
職
員

定
数
の
削
減
や
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
の
ほ
か
、
新
消
防
庁
舎
の

建
設
な
ど
大
型
事
業
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（
民
間
資
金
を
活
用
し
た
社
会
資

本
整
備
）
手
法
の
活
用
な
ど
１
０

１
項
目
を
掲
げ
た
。
こ
の
う
ち
５

年
間
で
「
実
施
」
「
一
部
実
施
」

し
た
の
は

項
目
で
、
事
業
効
果

の
概
算
額
は
計

億
７
２
０
０
万

円
に
上
っ
た
。「
未
実
施
」
は
「
各

種
団
体
支
援
の
見
直
し
」
や
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導

入
」、
「
外
部
監
査
制
度
の
導
入
」

な
ど

項
目
で
、
引
き
続
き
検
討

を
続
け
る
。

次
期
計
画
の
策
定
基
本
方
針
に

は
、
指
針
を
掲
げ
た
行
財
政
改
革

大
綱
と
、
具
体
的
な
項
目
を
掲
げ

た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
一
本
化
し

「
市
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」

と
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

取
り
組
む
項
目
と
し
て
は
、
第

４
次
市
行
財
政
改
革
大
綱
に
掲
げ

た
「
効
率
的
な
行
政
経
営
シ
ス
テ

ム
の
確
立
」
「
地
方
分
権
に
対
応

し
た
財
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」「
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
「
公
正
で
透
明
性
の
高

い
行
政
運
営
の
推
進
」
の
基
本
方

針
を
継
承
す
る
内
容
と
し
た
。

今
後
、
庁
内
で
素
案
を
作
り
、

市
民
ら
で
組
織
す
る
市
行
財
政
改

革
推
進
懇
談
会
の
意
見
を
踏
ま
え

た
上
で
８
月
の
策
定
を
目
指
す
。
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ランドセル300個 亘理町に贈る酒

田
の
自
動
車
商
会

大
火
時
の
支
援
に
恩
返
し

酒
田
大
火
の
恩
返
し
に
｜
。
震

災
被
災
地
の
小
学
生
に
ラ
ン
ド
セ

ル
を
贈
ろ
う
と
、
酒
田
市
の
八
幡

自
動
車
商
会
が
、
市
内
の
小
学
校

や
市
民
ら
に
協
力
を
呼
び
掛
け
た

と
こ
ろ
、
新
品
と
中
古
を
合
わ
せ

て
３
０
０
個
が

集
ま
っ
た
。
同

社
の
池
田
等
社

長
ら
が
７
日
、

宮
城
県
亘
理
町

に
市
民
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
入
り
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を

届
け
た
。

社
長
や
社
員

の
知
人
ら
が
宮

城

県

で

被

災

し
、
子
ど
も
た

ち
の
ラ
ン
ド
セ

ル
が
津
波
で
流

さ
れ
た
と
い
う

話
を
聞
い
た
の

が
き
っ
か
け
。

県
内
の
販
売
店

か
ら
新
品

個

を
購
入
し
た
ほ
か
、
使
わ
な
く
な

っ
た
卒
業
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
も
集

め
よ
う
と
、
酒
田
市
小
学
校
長
会

に
も
協
力
を
求
め
た
結
果
、
卒
業

生
や
保
護
者
、
さ
ら
に
活
動
を
知

っ
た
市
民
か
ら
計
２
７
０
個
が
同

社
に
寄
せ
ら
れ
た
。

同
校
長
会
長
の
斎
藤
真
里
子
港

南
小
校
長
は
「
酒
田
大
火
の
際
は

全
国
か
ら
支
援
を
い
た
だ
い
た
。

保
護
者
や
教
職
員
ら
に
は
『
今
度

は
自
分
た
ち
が
何
か
を
し
た
い
』

と
い
う
思
い
が
あ
る
」
と
話
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
に
は
メ
ッ
セ

ー
ジ
。
「
自
分
が
使
っ
て
い
た
ラ

ン
ド
セ
ル
で
す
。
役
に
立
っ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
」
「
酒
田
で
応
援

し
て
い
ま
す
」
な
ど
、
提
供
し
た

市
民
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
池
田
社
長
は
「
ラ
ン
ド
セ
ル

に
託
さ
れ
た
み
ん
な
の
思
い
も
届

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」と
話
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
み
、
７
日
朝
、
亘
理
町
に
向

け
て
出
発
。

同
日
午
後
に
到
着

し
、

災
害
対
策
本
部
で
斎
藤
邦

男
町
長
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈
し

た
。

町
関
係
者
は
「
町
内
の
小

学
生
全
員
の
分
が
確
保
で
き
そ

う
。

日
以
降
に
行
う
予
定
の

入
学
式
に
間
に
合
う
よ
う
に
届
け

て
い
た
だ
い
て
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た

と
い
う
。

清
算
金
を
寄
託

酒
田
市
子
ど
も
と

白
鳥
を
愛
す
る
会

「
酒
田
市
子
ど
も
と
白
鳥
を
愛

す
る
会
」
（
板
垣
孝
会
長
）
は
５

日
、
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
役
立
て
て
と
、
同
会
の
解
散

に
伴
う
清
算
金
な
ど
８
万
２
９
４

２
円
を
酒
田
地
区
少
年
補
導
員
連

絡
会
に
寄
託
し
た
。

同
会
は
２
０
０
５
年
、
前
身
の

「
泉
学
区
白
鳥
を
愛
す
る
会
」
を

拡
大
発
展
す
る
形
で
設
立
。
同
市

の
新
井
田
川
の
堤
防
に
作
っ
た
自

然
観
察
小
屋
で
、
白
鳥
の
保
護
活

動
を
地
元
小
学
生
ら
と
行
い
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
指
し

て
き
た
。
だ
が
、
同
市
内
で
白
鳥

の
餌
づ
け
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
な

ど
を
受
け
て
今
月
３
日
で
解
散
す

る
こ
と
に
な
り
、
残
余
財
産
で
被

災
地
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
日
、
酒
田
警
察
署
で
行
わ

れ
た
贈
呈
式
で
は
、
板
垣
会
長
と

菅
原
忠
副
会
長
が
、
同
連
絡
会
の

佐
々
木
善
幸
会
長
に
義
援
金
を
手

渡
し
た
。
板
垣
会
長
は
「
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
有
効
に
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

義
援
金
は
同
連
絡
会
を
通
じ

て
、
宮
城
や
福
島
な
ど
各
県
の
少

年
補
導
員
連
絡
会
に
届
け
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
文
房
具
購
入
費
な

ど
に
充
て
ら
れ
る
予
定
。

行
財
政
改
革
大
綱
の
次
期
計
画

東根市方針
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義
援
金
を
寄
託
す
る
板
垣
孝

会
長
（
左
）

酒
田
警
察
署
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市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ト
ラ

ッ
ク
に
積
み
込
む
ス
タ
ッ
フ
ら

酒
田
市
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内
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内

陸

【
酒
田
】
◇
…
県
将
棋
選
手
権
大

会
酒
田
・
飽
海
地
区
予
選
会
は
午

後
１
時
、
港
南
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
。

【
鶴
岡
】
◇
…
鶴
岡
工
業
高
等
専

門
学
校
入
学
式
は
午
前

時
半
、

同
校
体
育
館
。

◇
…
家
庭
倫
理
講
演
会
は
午
前

時
半
、
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
。

◇
…
北
岡
ひ
ろ
し
新
曲
発
表
コ
ン

サ
ー
ト
ｉ
ｎ
鶴
岡
は
午
後
０
時

半
、
市
文
化
会
館
。

【
尾
花
沢
】
◇
…
市
消
防
団
員
辞

令
交
付
式
は
午
前
８
時
半
、
市
消

防
本
部
。

◇
…
寺
内
地
区
敬
老
会
は
午
前
９

時
半
、
寺
内
公
民
館
。

◇
…
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
総

会
は
午
前

時
、共
同
福
祉
施
設
。
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山

形

広

域
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置

賜

◇
…
牛
房
野
地
区
敬
老
会
は
午
前

時
、
牛
房
野
公
民
館
。

【
村
山
】
◇
…
居
駒
永
幸
明
治
大

教
授
の
講
演
会
「
富
並
の
歴
史

再
発
見
」
は
午
後
１
時
半
、
富
並

小
。

【
東
根
】
◇
…
春
の
道
路
愛
護
一

斉
清
掃
は
午
前
６
時
、
各
地
。

◇
…
果
樹
王
国
ひ
が
し
ね
プ
リ
ン

セ
ス
選
考
会
は
午
前

時
、
さ
く

ら
ん
ぼ
タ
ン
ト
館
。

◇
…
長
瀞
猪
子
踊
り
奉
納
は
午
前

時
、
日
枝
神
社
ほ
か
。

【
山
形
】
◇
…
県
華
道
文
化
協
会

総
会
は
午
前

時
、
パ
レ
ス
グ
ラ

ン
デ
ー
ル
。

◇
…
柳
沢
春
一
座
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
は
午
後
１
時
、
遊
学
館
。

【
長
井
】
◇
…
最
上
川
右
岸
千
本

桜
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
午
前
８
時

半
、
金
井
神
、
日
の
出
町
地
内
。

上山・子どもら力いっぱい体験

太鼓の演奏を楽しむ子どもたち

＝上山市体育文化センター
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∪
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∪
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∪
∪
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∪
∪
∪
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∪
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８
日

補
正
予
算
な
ど
可
決

【
飯
豊
】
臨
時
会
を
開
き
、
２

０
１
１
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
２
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

４
件
の
専
決
処
分
を
承
認
し
、
閉

会
し
た
。

年
度
一
般
会
計
の
補
正
は
、

災
害
対
策
費
な
ど
１
５
０
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額

億
５
５
０
０

万
円
と
し
た
。

年
度
一
般
会
計

の
補
正
は
、
災
害
対
策
費
や
地
域

福
祉
振
興
基
金
積
立
金
な
ど
１
億

９
６
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

億
３
２
０
０
万
円
と
し
た
。
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【
来
社
】
（
７
日
）

▽
…
久
門
洋
一
酒
田
海
上
保
安
部

長
は
新
任
あ
い
さ
つ
の
た
め
庄
内

総
支
社
に
。

▽
…
天
童
市
美
術
館
の
佐
藤
信
孝

館
長
は
新
任
あ
い
さ
つ
の
た
め
天

童
支
社
に
。

▽
…
旧
東
村
山
郡
役
所
資
料
館
の

村
形
啓
行
館
長
は
新
任
あ
い
さ
つ

の
た
め
天
童
支
社
に
。

▽
…
安
達
正
司
南
陽
市
副
市
長
は

就
任
あ
い
さ
つ
の
た
め
置
賜
総
支

社
に
。

上
山
市
内
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ

「
上
山
太
鼓
囃
子
鼓
流
」
（
松
本

佳
子
代
表
）
は
３
日
、

避
難
所

と
な
っ
て
い
る
市
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
で
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し

た
。

太
鼓
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
た
ほ
か
、

臨
時
の
駄
菓
子

屋
を
開
設
す
る
な
ど
し
、

避
難

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま

せ
た
。

避
難
者
を
元
気
づ
け
よ
う
と
、

法
被
姿
の
メ
ン
バ
ー
約

人
が
豪

快
に
和
太
鼓
を
た
た
い
て
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。
避
難
者
が
参
加
し
て

の
体
験
企
画
も
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
合
図
に
合
わ
せ
て
力
い
っ
ぱ

い
ば
ち
を
振
る
っ
て
い
た
。
駄
菓

子
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
避
難
者
全
員

に
３
０
０
円
分
の
買
い
物
券
を
配

布
。
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に
並
ん

だ
菓
子
を
買
い
求
め
る
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
広
が
っ
た
。

南
相
馬
市
の
主
婦
小
倉
貴
子
さ

ん

は
「
長
男
は
初
め
て
の
太

鼓
を
楽
し
ん
で
い
た
。
好
き
な
駄

菓
子
も
買
え
て
う
れ
し
か
っ
た
の

で
は
」
と
話
し
て
い
た
。
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市
内
の
山
並
み
や

城
な
ど
を
写
真
に

上
山
「
写
遊
会
」
展

上
山
市
内
の
写
真
愛
好
者
で
つ

く
る
「
写
遊
会
」
の
写
真
展
が
、

同
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
・

カ
ミ
ン
で
開
か
れ
て
い
る
‖
写

真
。会

員
９
人
に
よ
る

点
を
展

示
。
朝
も
や
に
浮
か
ぶ
市
内
の
山

並
み
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
上

山
城
、
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら

れ
る
県
内
各
地
の
祭
り
な
ど
を
と

ら
え
た
力
作
が
並
ぶ
。
珍
し
い
白

色
の
カ
タ
ク
リ
を
「
白
い
妖
精
」

と
名
付
け
た
作
品
も
あ
り
、
会
員

の
思
い
入
れ
が
あ
ふ
れ
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

日
ま
で
。
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ラ
ン
プ
な
ど
が
並
ぶ
ガ
ラ
ス
工

芸
の
展
示
即
売
会

鶴
岡
市

ガ
レ
の
世
界
継
承

ガ
ラ
ス
工
芸
品
展

鶴
岡

ガ
ラ
ス
芸
術
の
巨
匠
、
エ
ミ
ー

ル
・
ガ
レ
の
世
界
観
を
継
承
す
る

ガ
ラ
ス
工
芸
作
品
の
展
示
即
売
会

が
８
日
、
鶴
岡
市
の
小
い
け
鶴
岡

銀
座
店
で
始
ま
っ
た
。

同
店
の
着
物
と
帯
の
総
合
展
の

一
部
と
し
て
開
催
。

ガ
レ
の
工

房
で
作
ら
れ
た
作
品
を
も
と
に
、

そ
の
技
術
を
受
け
継
ぐ
ル
ー
マ
ニ

ア
の
職
人
達
が
作
っ
た
ラ
ン
プ
や

花
瓶
な
ど
が

点
ほ
ど
並
ぶ
。
明

か
り
が
と
も
さ
れ
る
と
ト
ン
ボ
や

桜
の
花
な
ど
が
色
鮮
や
か
に
浮
か

び
上
が
り
、

来
場
者
は
温
か
み

の
あ
る
作
品
の
一
つ
一
つ
を
じ
っ

く
り
と
見
入
っ
て
い
た
。

日

ま
で
。
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（ ） 第 号月 日（日曜日） (第三種郵便物認可)年（ ） 第 号月 日（日曜日） (第三種郵便物認可)年
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庄

内
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⌒

内

陸

【
酒
田
】
◇
…
市
議
会
運
営
委
員

会
は
午
前

時
、
市
役
所
。

【
鶴
岡
】
◇
…
荘
内
神
社
宝
物
殿

「
古
典
雛
展
」
は
午
前
９
時
、
同

神
社
。
４
月
４
日
ま
で
。

◇
…
新
社
会
人
ス
タ
ー
ト
セ
ミ
ナ

ー
「
実
践
的
ビ
ジ
ネ
ス
・
接
客
マ

ナ
ー
講
座
」
は
午
前
９
時
半
、
マ

リ
カ
東
館
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
研
修
室
。

【
新
庄
】
◇
…
福
田
地
区
ま
ち
づ

く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
午
後
６
時

半
、
福
田
公
民
館
。

【
真
室
川
】
◇
…
健
康
相
談
は
午

前
９
時
、
総
合
保
健
施
設
。

【
大
石
田
】
◇
…
ま
ち
づ
く
り
座

談
会
は
午
後
７
時
、
庚
申
町
公
民

館
。

【
村
山
】
◇
…
村
山
地
区
交
通
問

題
研
究
委
員
会
は
午
前

時
、
村

山
警
察
署
。

◇
…
税
の
相
談
所
は
午
前

時
、

市
商
工
会
館
。

◇
…
事
業
承
継
対
策
セ
ミ
ナ
ー
は

午
後
２
時
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
。

◇
…
全
国
各
流
居
合
道
さ
く
ら
ん

ぼ
大
会
実
行
委
員
会
は
午
後
４

時
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
。

【
東
根
】
◇
…
高
崎
地
区
高
齢
者

学
級
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
は

午
前
８
時
半
、
市
屋
内
多
目
的
コ

ー
ト
。

◇
…
さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ォ
ー
ラ
ム
剪

定
（
せ
ん
て
い
）
講
習
会
は
午
後

１
時
、
神
町
西
３
丁
目
の
武
田
喜

三
郎
さ
ん
の
園
地
。

◇
…
お
ほ
り
っ
子
ク
ラ
ブ
「
竹
と

ん
ぼ
・
紙
ヒ
コ
ー
キ
を
作
ろ
う
」

は
午
後
２
時
、
長
瀞
公
民
館
。

◇
…
花
見
の
宴
は
午
後
４
時
半
、

神
町
南
１
丁
目
の
須
藤
一
元
さ
ん

の
園
地
。

⊥⊥∠
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
≡⊥⊥ ∇

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

⌒

山

形

広

域

【
寒
河
江
】
◇
…
寒
河
江
料
理
飲

食
業
組
合
新
年
会
は
午
後
１
時
、

ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
。

【
河
北
】
◇
…
戸
籍
電
算
化
稼
働

式
は
午
前
８
時
半
、
町
役
場
。

【
西
川
】
◇
…
町
議
会
運
営
委
員

会
は
午
後
１
時
半
、
町
役
場
。

【
山
形
】
◇
…
生
ご
み
処
理
機
等

購
入
補
助
事
業
指
定
販
売
店
説
明

会
は
午
後
１
時
半
、
市
役
所
。

【
中
山
】
◇
…
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ

ー

健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
午
前
９
時
、
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
。

【
天
童
】
◇
…
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
団
設
立

周
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
は
午
後
６
時
、
天

童
ホ
テ
ル
。

【
上
山
】
◇
…
や
っ
て
み
っ
べ
講

演
会
は
午
後
１
時
半
、
保
健
セ
ン

タ
ー
。

◇
…
市
長
と
語
る
車
座
ミ
ー
テ
ィ

⊥⊥∠
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
≡⊥⊥ ∇

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

⌒

置

賜

ン
グ
は
午
後
７
時
、
長
清
水
公
民

館
。

【
米
沢
】
◇
…
米
沢
養
護
学
校
高

等
部
の
「
よ
ね
よ
う
市
役
所
バ
ザ

ー
」
は
午
前
９
時
半
、
市
役
所
１

階
市
民
ホ
ー
ル
。

日
ま
で
。

【
川
西
】
◇
…
健
康
相
談
は
午
後

１
時
、
町
役
場
。

◇
…
高
齢
者
に
や
さ
し
い
宅
配
シ

ス
テ
ム
意
見
交
換
会
は
午
後
７

時
、
大
塚
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
。

【
南
陽
】
◇
…
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
立
候
補
届
け
出
の
受
け
付

け
は
午
前
８
時
半
、
市
役
所
。

◇
…
吉
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
は
午
後
７
時
、
吉
野
公
民

館
。

【
長
井
】
◇
…
市
・
県
民
税
申
告

相
談
は
午
前
８
時
、
Ｊ
Ａ
山
形
お

き
た
ま
西
根
支
店
。

◇
…
大
沖
地
区
市
政
座
談
会
は
午

後
６
時
半
、
大
沖
公
民
館
。

◇
日
本
棋
院
寒
河
江
支
部
月
例
会

（

日
・
寒
河
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽
Ａ
ク
ラ
ス

①
松
田
文
夫
四
段

②
佐
藤
啓
文
六
段
③
白
田
洋
六
段
④

松
村
英
一
七
段
⑤
黒
川
嘉
左
エ
門
三

段
▽
Ｂ
ク
ラ
ス

①
岩
岡
認
二
段
②

鈴
木
忠
一
初
段
③
工
藤
晴
業
二
段
④

植
松
俊
雄
二
段
⑤
阿
部
幸
治
二
段

◇
２
０
０
９
年
度
舟
形
町
将
棋
大

会

（

日
・
町
中
央
公
民
館
）

▽
Ａ
ク
ラ
ス

①
原
田
寛
明
初
段

（
酒
田
）
②
高
橋
真
治
三
段
（
真
室

川
）
③
佐
藤
重
和
二
段
（
同
）
④
細

谷
昭
男
初
段
（
最
上
）
⑤
岡
部
怜
央

初
段
（
鶴
岡
）

▽
Ｂ
ク
ラ
ス

①
後
藤
正
美
（
天

童
）
②
柿
本
春
夫
（
新
庄
）
③
奥
山

雄
介
（
天
童
）
④
松
浦
涼
二
（
新
庄
）

⑤
土
田
正
治
（
舟
形
）
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（
２
局
は
村
山
地
方
の
地
域
放
送
で
す
）
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ズンチャカクラブ
落語の時間
人生応演歌
教育と福祉
み仏の心
Ｇ・Ｍサンデー▽
村山地域耳寄り情報
とんと昔話
山形市社協声だより
イベント情報
すてきにクラシック
はいうぇい▽
カレパラ▽
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ブレイクドーン

－
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・スタイル
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人
生
設
計
を
堂
々
と
発
表

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

天
童
市
の
天
童
高
（
高
野
昌
二
校
長
）
の
１
年
生
に
よ
る
「
私

の
夢
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
発
表
会
が

日
、
天
童
市
民
プ
ラ
ザ
で

開
か
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
若
々
し
い
感
性
で
、
夢
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
人
生
設
計
を
堂
々
と
発
表
し
た
。

１
年
生
２
０
０
人
の
代
表

人

が
国
家
試
験
の
受
験
や
進
学
、
結

婚
や
出
産
、
退
職
後
の
暮
ら
し
方

な
ど
、
自
分
の
人
生
設
計
と
将
来

像
を
発
表
し
た
。

芦
野
良
道
君
は
「
道
〜
良
い
道
」

と
題
し
て
中
学
校
教
諭
に
な
る
夢

を
発
表
。
結
婚
や
子
育
て
、
子
ど

も
の
成
長
な
ど
も
重
ね
合
わ
せ
な

が
ら
退
職
後
ま
で
を
思
い
描
い

た
。
斉
藤
亮
君
は
「
祖
父
の
死
で

人
間
の
死
の
重
さ
を
知
っ
た
。
人

の
役
に
立
つ
仕
事
を
し
た
い
」
と

医
療
の
仕
事
を
志
望
す
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
を
説
明
し
、「
患

者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

趣
味
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

横
尾
莉
紗
さ
ん
は
漫
画
家
に
な

る
夢
を
掲
げ
、
「
専
門
学
校
で
基

礎
や
応
用
を
学
び
、

〜

歳
で

漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
る
作
品
を
描
き
、

歳
で
引
退
し
た
い
」
と
発
表
し
た
。

会
場
に
は
保
護
者
も
訪
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

同
校
の
１
年
生
は
総
合
学
科
の

科
目
「
産
業
社
会
と
人
間
」
を
履

修
。
社
会
人
を
招
い
て
講
話
を
聞

い
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
す
る
な
ど

し
て
将
来
の
職
業
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
る
。
発
表
会
は
そ
の

授
業
の
集
大
成
的
な
位
置
付
け
で

毎
年
開
催
し
て
い
る
。
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成
果
を
分
か
り
や
す
く

寒
河
江

工
業
高

課
題
研
究
を
公
開
発
表

寒
河
江
市
の
寒
河
江
工
業
高

（
吉
田
敏
明
校
長
）
の
課
題
研

究
校
外
発
表
会
が

日
、
同
市

技
術
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
、
３

年
生
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
研

究
成
果
を
発
表
し
た
。
４
学
科

の
代
表
４
グ
ル
ー
プ

人
が
発
表

し
た
。
内
容
は
、
か
き
氷
を
自

動
で
作
る
シ
ス
テ
ム
（
電
子
機

械
科
）
、
寒
河
江
川
の
臥
龍
橋

を
復
元
し
た
模
型
制
作
（
情
報

技
術
科
）
、
同
市
の
沼
川
の
水

質
改
善
を
目
指
す
取
り
組
み
（
土

木
科
）
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
制
作
し

て
競
技
会
で
の
入
賞
を
目
指
し
た

研
究
（
機
械
科
）
。
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
や
成
果
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
、
最
優
秀
賞
に

は
臥
龍
橋
の
模
型
を
制
作
し
た

情
報
技
術
科
の
グ
ル
ー
プ
が
選
ば

れ
た
。

電
子
機
械
科
の
粟
野
貴
紀
喜

（
あ
き
よ
し
）
君

は
「
物
を

一
か
ら
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
作
る
こ

と
の
難
し
さ
を
知
っ
た
。
み
ん
な

で
協
力
し
た
経
験
を
社
会
人
に
な

っ
て
も
生
か
し
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。

生
徒
の
課
題
研
究
を
公
開
し
、

工
業
人
と
し
て
の
自
覚
を
育
て
よ

う
と
毎
年
開
い
て
い
る
。
会
場

に
は
地
元
企
業
の
関
係
者
ら
約

人
が
訪
れ
、
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

自動でかき氷を作る

システム（手前）に

ついて説明する寒河

江工業高電子機械科

の３年生＝寒河江市

技術交流プラザ

自
分
の
夢
と
人
選
設
計
を
堂
々
と

披
露
す
る
天
童
高
１
年
生
の
代
表

天
童
市
民
プ
ラ
ザ

山
形
二
中

修
学
旅
行
前
に
学
習
会
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ｂ
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沖
縄
県
在
住
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
シ
ン
ガ
ー
会
沢
芽

美
さ
ん
（
右
）
の
歌
と

語
り
を
聞
き
、
戦
争
の

悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ

に
つ
い
て
学
ぶ
山
形
二

中
の
生
徒
た
ち

山
形
市

山
形
市
の
山
形
二
中
（
渡
辺
文

英
校
長
、
５
８
０
人
）
で

日
、

沖
縄
県
在
住
で
、
沖
縄
戦
や
平
和
、

基
地
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作
演
奏

活
動
を
続
け
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

シ
ン
ガ
ー
会
沢
芽
美
さ
ん
を
招
い

た
学
習
会
が
開
か
れ
た
。

現
在
の
２
年
生
が
４
月
に
修
学

旅
行
で
沖
縄
県
を
訪
問
す
る
の
を

前
に
事
前
学
習
の
一
環
と
し
て
開

催
し
、
全
校
生
徒
が
聴
講
し
た
。

会
沢
さ
ん
は
沖
縄
の
わ
ら
べ
歌

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
独
唱
に
語
り

や
朗
読
を
交
え
て
講
演
。「
（
略
）

ど
う
し
て
平
和
の
た

め
に
戦
を
す
る
の

ど

う
し
て
言
葉
が
あ
る
の

に
話
し
合
え
な
い
の

（
略
）

わ
た
し
は
ま

だ
言
葉
を
な
く
し
て
い

ま
せ
ん

（
略
）

声

を
上
げ
て
歌
い
続
け
ま

す

平
和
を
つ
く
り
出

す
た
め
に
は
殺
し
合
っ
て
は
い
け

な
い
と

（
略
）
」
と
い
う
宮
城

県
の
女
子
中
学
生
の
詩
を
基
に
し

た
歌
を
披
露
。
「
今
は
平
和
で
い

い
と
思
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
だ
ま
っ
て
い
た
ら
あ
の
時

代
に
戻
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を

考
え
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
た
。
生
徒
を
代
表
し
、
２

年
の
井
上
柊
人
（
し
ゅ
う
と
）
君

と
佐
藤
晃
士
君

が
「
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
に
つ
い
て
一

層
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
今

後
の
事
前
学
習
に
生
か
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。
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叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章

渡
辺
さ
ん
の

受
章
祝
賀
会
大江

２
０
０
９
年
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝

単
光
章
（
社
会
福
祉
功
労
）
を
受

章
し
た
大
江
町
本
郷
、
渡
辺
惣
一

さ
ん

‖
写
真
‖
の
受
章
祝
賀

会
が

日
、
同
町
の
町
民
ふ
れ
あ

い
会
館
で
開
か
れ
た
。

渡
辺
さ
ん
は
１
９
７
４
（
昭
和

）
年
か
ら
２
０
０
７
年
ま
で
民

生
児
童
委
員
を
務
め
、
１
９
９
２

年
か
ら
町
民
生
・
児
童
委
員
協
議

会
長
と
し
て
活
躍
。
住
民
の
相
談

支
援
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
。
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
、

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

長
も
歴
任
し
、
社
会
福
祉
の
向
上

に
尽
く
し
た
。

祝
賀
会
に
は
１
１
５
人
が
出

席
。
祝
賀
会
実
行
委
員
長
の
斎
藤

徳
治
町
民
生
・
児
童
委
員
Ｏ
Ｂ
会

長
が
「
数
多
く
の
福
祉
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
健
康
に

留
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
渡
辺
兵
吾
町
長

ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

関
係
者
か
ら
花
束
を
受
け
取
っ

た
渡
辺
さ
ん
は
「
町
民
の
元
気

な
顔
を
見
る
た
め
に
頑
張
っ
て

き
た
。
社
会
福
祉
に
携
わ
る

方
々
は
体
を
大
切
に
し
て
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
た
。

叙
勲
で
旭
日
小
綬
章

山
本
さ
ん
の

受
章
を
祝
う
山形

２
０
０
９
年
秋
の
叙
勲
で
旭
日

小
綬
章
（
私
学
振
興
功
労
）
を
受

け
た
山
本
学
園
理
事
長
の
山
本
恒

雄
さ
ん

山
形
市
諏
訪
町
２

丁
目
、
写
真

の
受
章
祝
賀
会
が

日
夕
、
山
形
市
の
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
で
開
か
れ
た
。

関
係
者
約
３
０
０
人
が
出
席
。

発
起
人
を
代
表
し
、
田
中
俊
道
山

本
学
園
理
事
が
「
山
本
理
事
長
の

私
学
教
育
へ
の
熱
意
、
活
躍
は
関

係
者
に
と
っ
て
も
誇
り
」
と
あ
い

さ
つ
。
遠
藤
利
明
衆
院
議
員
ら
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

山
本
さ
ん
は
「
受
章
は
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
役

目
を
全
う
で
き
る
よ
う
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
た
。

山
本
さ
ん
は
１
９
８
３
（
昭
和

）
年
、
山
本
学
園
理
事
長
に
就

任
。
全
国
私
学
振
興
会
連
合
会
理

事
、
県
私
立
学
校
総
連
合
会
長
な

ど
を
歴
任
し
、
私
学
教
育
の
振
興

に
尽
力
し
た
。

年
と
２
０
０
０

年
に
専
修
学
校
教
育
功
労
、
私
学

審
議
会
委
員
功
労
で
そ
れ
ぞ
れ
文

部
大
臣
表
彰
を
、

年
に
職
業
能

力
開
発
行
政
関
係
功
労
で
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

町
民
の
警
察
署
員

２
人
を
顕
彰
小
国

小
国
町
の
小
国
地
区
警
察
官
友

の
会
（
舟
山
慶
三
会
長
、

人
）

主
催
の
「
町
民
の
警
察
官
顕
彰
と

懇
親
の
夕
べ
」
が

日
夜
、
同
町

の
松
風
館
で
開
か
れ
、
席
上
、
小

国
警
察
署
員
２
人
を
表
彰
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
地
域
交
通

課
地
域
係
主
任
の
丹
雅
之
巡
査
部

長

と
刑
事
生
活
安
全
課
生
活

安
全
係
主
任
の
奥
山
諭
さ
ん

。
こ
の
日
は
関
係
者

人
が
出
席

し
、
舟
山
会
長
が
２
人
に
表
彰
状

を
手
渡
し
た
。
舟
山
会
長
は
「
町

の
安
心
安
全
が
保
た
れ
て
い
る
の

は
小
国
署
員
の
頑
張
り
が
あ
る
か

ら
こ
そ
。
わ
た
し
た
ち
も
治
安
維

持
の
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

同
会
は
、
職
務
に
励
み
、
安
全

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
小
国
署
員
を
毎
年
、
表
彰
し

て
い
る
。

早
坂
山
形
七
小

校
長
の
表
彰
祝
う

学
校
体
育
功
労
者

２
０
０
９
年
度
の
学
校
体
育
功

労
者
と
し
て
日
本
学
校
体
育
研
究

連
合
会
か
ら
表
彰
を
受
け
た
山
形

市
小
学
校
体
育
連
盟
会
長
で
山
形

七
小
校
長
の
早
坂
良
（
ま
こ
と
）

さ
ん

同
市
瀬
波
３
丁
目
、

写
真

の
祝
賀
会
が

日
、
同
市

の
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開
か
れ

た
。
関
係
者
約

人
が
出
席
し
、

発
起
人
代
表
の
小
川
潔
山
形
市
東

沢
小
校
長
、
後
藤
恒
裕
市
教
育
長

ら
が
学
校
体
育
の
研
究
と
実
践
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お
け
る
早
坂
さ

ん
の
功
績
を
紹
介
。
早
坂
さ
ん
は

「
子
ど
も
の
意
識
と
向
き
合
っ
た

指
導
を
心
掛
け
て
き
た
。
表
彰
の

感
激
を
胸
に
さ
ら
に
精
進
に
努
め

る
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

早
坂
さ
ん
は
初
任
校
の
金
井
小

で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ

ー
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
に
尽

力
。
１
９
９
２
年
の
べ
に
ば
な
国

体
当
時
は
県
教
育
庁
の
職
員
と
し

て
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
競
技

力
向
上
に
努
め
、
山
形
市
教
委
で

は
体
育
の
指
導
資
料
作
り
に
取
り

組
ん
だ
。
金
山
町
有
屋
小
、
山
形

市
東
沢
小
の
両
校
長
を
歴
任
し
、

現
在
は
県
小
学
校
体
育
連
盟
連
絡

協
議
会
長
な
ど
を
務
め
て
い
る
。

表
彰
を
受
け
る
丹
雅
之
さ
ん

（
中
央
）と
奥
山
諭
さ
ん（
右
）

小
国
町
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庄

内

【
酒
田
】
◇
…
本
間
美
術
館
・
致
道

博
物
館
交
流
展
「
出
羽
庄
内
の
宝
も

の
」
は
午
前
９
時
、
本
間
美
術
館
。

８
月

日
ま
で
。

【
庄
内
】
◇
…
町
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

表
彰
式
は
午
後
６
時
、
廻
館
花
き
集

出
荷
場
。

【
鶴
岡
】
◇
…
本
間
美
術
館
・
致
道

博
物
館
交
流
展
「
出
羽
庄
内
の
宝
も

の
」
は
午
前
９
時
、
致
道
博
物
館
。

８
月

日
ま
で
。

◇
…
ラ
ン
チ
ス
タ
デ
ィ
は
午
前

時

半
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
８

月
２
日
も
。
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内

陸

【
真
室
川
】
◇
…
遊
び
の
広
場
は
午

前
９
時
半
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
安

楽
城
。

【
大
蔵
】
◇
…
村
戦
没
者
追
悼
式
は

午
前

時
半
、
中
央
公
民
館
。

【
鮭
川
】
◇
…
保
育
所
食
育
教
室
は

午
前

時
、
こ
ま
ど
り
保
育
所
。

【
戸
沢
】
◇
…
村
総
合
防
災
訓
練
計

画
代
表
者
会
議
は
午
後
６
時
半
、
村

役
場
。

【
尾
花
沢
】
◇
…
市
耕
畜
連
携
協
議

会
総
会
は
午
後
１
時
半
、
市
役
所
。

【
大
石
田
】
◇
…
ぞ
う
さ
ん
ル
ー
ム

「
フ
リ
ー
ぞ
う
さ
ん
」
は
午
前
９
時

半
、
老
人
い
こ
い
の
家
。

【
東
根
】
◇
…
フ
ォ
ト
８
東
根
写
真

展
「
ふ
る
里
の
四
季
」は
午
前
９
時
、

山
形
空
港
ビ
ル
。
８
月

日
ま
で
。

◇
…
あ
そ
び
あ
ひ
ろ
ば
は
午
前

時
、
ひ
が
し
ね
あ
そ
び
あ
ラ
ン
ド
。

【
寒
河
江
】
◇
…
八
鍬
水
神
祭
は
午

前

時
、
八
鍬
旧
水
源
地
。

【
大
江
】
◇
…
町
長
と
語
ろ
う
！
ま

ち
づ
く
り
座
談
会
は
午
後
７
時
、
麻

積
水
林
館
。

◇
…
マ
イ
タ
ウ
ン
英
会
話
は
午
後
７

時
、
東
地
区
公
民
館
。

【
河
北
】
◇
…
消
防
操
法
訓
練
激
励

は
午
前
５
時
半
、
サ
ハ
ト
べ
に
花
。

◇
…
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

総
会
は
午
後
７
時
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
。

【
西
川
】
◇
…
お
や
つ
作
り
は
午
前

時
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
。

◇
…
台
湾
・
銘
伝
大
学
生
と
の
交
流

会
は
午
後
６
時
、
交
流
セ
ン
タ
ー
。
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⌒

山

形

広

域

【
山
形
】
◇
…
ミ
ニ
・
マ
イ
コ
ン
カ

ー
山
形
大
会
は
午
前

時
、
霞
城
セ

ン
ト
ラ
ル
。

【
天
童
】
◇
…
天
童
南
部
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
は
午
後
７
時
、
天
童
南
部

公
民
館
。

【
上
山
】
◇
…
市
議
会
報
告
会
は
午

後
７
時
、
中
部
地
区
公
民
館
と
南
部

地
区
公
民
館
。

【
山
辺
】
◇
…
な
つ
か
し
の
昭
和
展

は
午
前

時
、
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
が
ら
っ
し
ゃ
い
。

日
ま

で
。

【
中
山
】
◇
…
就
学
児
健
康
診
断
は

午
後
１
時
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
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置

賜

【
米
沢
】
◇
…
登
記
相
談
は
午
前

時
、
交
通
事
故
・
相
続
相
談
・
各
種

手
続
き
全
般
相
談
は
午
後
１
時
、
市

役
所
。

◇
…
愛
宕
の
火
祭
り
は
午
後
６
時
、

愛
宕
神
社
な
ど
。

【
川
西
】
◇
…
川
西
ダ
リ
ヤ
園
開
園

は
午
前
９
時
、
同
園
。

月
４
日
ま

で
。

【
南
陽
】
◇
…
観
光
ぶ
ど
う
園
開
園

式
は
午
前
９
時
半
、
紫
金
園
。

【
高
畠
】
◇
…
観
光
ぶ
ど
う
園
オ
ー

プ
ン
式
は
午
前
９
時
半
、
ま
ほ
ろ
ば

観
光
果
樹
園
。

【
長
井
】
◇
…
高
校
生
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
は
午
前

時
、
市
民
文
化
会

館
。

◇
…
教
育
者
研
究
会
は
午
後
１
時

半
、
Ｔ
Ａ
Ｓ
ビ
ル
。

【
白
鷹
】
◇
…
洋
画
家
別
府
忠
雄
さ

ん
に
よ
る
こ
ど
も
絵
画
教
室
は
午
前

９
時
、
十
王
地
区
公
民
館
。

【
飯
豊
】
◇
…
夏
休
み
子
ど
も
映
画

ま
つ
り
は
午
前
９
時
半
、
白
椿
地
区

公
民
館
。
２
日
も
。

◇
…
夏
休
み
の
お
楽
し
み
学
習
会
は

午
前
９
時
半
、
キ
ラ
ラ
☆
卓
球
オ
ー

プ
ン
ル
ー
ム
は
午
後
１
時
、
中
部
地

区
公
民
館
。

【
小
国
】
◇
…
ま
ご
楽
校
は
午
前
９

時
半
、
旧
北
部
小
中
。

◇
…
な
か
よ
し
広
場
は
午
前

時
、

赤
ち
ゃ
ん
広
場
は
午
後
１
時
、
お
ぐ

に
保
育
園
。

◇
…
戦
没
者
追
悼
式
は
午
前

時
、

お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
。

◇
…
ダ
ン
ス
教
室
は
午
後
３
時
、
バ

ッ
チ
リ
!
エ
ア
ロ
は
午
後
７
時
半
、

町
民
総
合
体
育
館
。
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生
ご
み
減
ら
そ
う

上
山
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

上
山
市
と
市
衛
生
組
合
連
合

会
が
生
ご
み
減
量
を
呼
び
掛
け

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

プ
ラ
ザ
・
カ
ミ
ン
前
で

日
、

買
い
物
客
に
啓
発
物
品
を
配
っ

た
。家

庭
系
ご
み
の
有
料
化
が
始

ま
っ
た
２
０
１
０
年
度
、
市
の

ご
み
処
理
量
は
８
４
１
６
㌧
。

年
度
は
８
１
４
１
㌧
だ
っ
た

が

年
度
は
８
４
９
１
㌧
と
増

え
て
お
り
、
減
量
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
。
家

庭
か
ら
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
約

５
割
が
水
分
で
占
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
生
ご
み
の
水
切

り
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
要
点
を

ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を
配
布
。
排

水
口
籠
な
ど
に
使
用
す
る
水
切

り
ネ
ッ
ト
も
配
っ
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は

日

〜
８
月

日
で
、
市
内
の
各
ス

ー
パ
ー
前
で
随
時
啓
発
活
動
を

行
う
。
き
ょ
う

日
は
ヤ
マ
ザ

ワ
上
山
店
で
実
施
す
る
。
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企業巡り見聞広げる
酒田と鶴岡 女性の社会科見学

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

女
性
の
社
会
科
見
学
会
（
山

形
新
聞
社
主
催
）
が

日
、
酒

田
、
鶴
岡
両
市
内
で
開
か
れ
、

庄
内
地
域
の
女
性
約

人
が
地
元
企
業
な

ど
５
カ
所
を
巡
り
見

聞
を
広
げ
た
。

一
行
は
バ
ス
に
乗

り
、
酒
田
市
の
酒
田

天
然
ガ
ス
と
フ
ロ
ン

ト
サ
ー
ビ
ス
付
き
賃
貸
マ
ン
シ

ョ
ン
「
未
来
創
造
館
」
、
宿
泊

施
設
「
眺
海
の
森
さ
ん
さ
ん
」、

鶴
岡
市
の
高
齢
者
向
け
賃
貸
マ

ン
シ
ョ
ン
「
ク
オ
レ
ハ
ウ
ス
」

と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
体
験
農
園

「
鈴
木
農
園
」
を
訪
問
し
た
。

こ
の
う
ち
酒
田
天
然
ガ
ス
で

は
、
巨
大
な
球
状
タ
ン
ク
な
ど

が
あ
る
工
場
を
見
学
。
同
社
担

当
者
か
ら
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ

Ｎ
Ｇ
）
の
製
造
工
程
や
災
害
時

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
な
ど
を

学
ん
だ
。
鶴
岡
市
渡
前
、
主
婦

太
田
朋
子
さ
ん

は
「
こ
う

い
う
機
会
が
な
け
れ
ば
分
か
ら

な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
」

と
話
し
て
い
た
。

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
自
動

車
整
備
士
の
体
験
会
が

日
、

山
形
市
の
「
車
検
の
コ
バ
ッ
ク

Ｒ
２
８
６
鉄
砲
町
店
」
で
開
か

れ
た
。

市
内
に
住
む
４
〜

歳
の
６

人
と
保
護
者
が
参
加
。
子
ど
も

た
ち
は
赤
い
つ
な
ぎ
に
身
を
包

み
、
高
圧
洗
浄
機
や
ス
ポ
ン
ジ

を
使
っ
て
軽
乗
用
車
を
洗
い
、

タ
イ
ヤ
の
着
脱
に
挑
戦
し
た
。

山
形
六
小
６
年
門
田
侑
大
君

は
「
す
ご
く
大
変
だ
っ
た

け
ど
き
れ
い
に
な
っ
て
良
か
っ

た
。
車
が
好
き
に
な
っ
た
」
と

満
足
げ
に
話
し
て
い
た
。

働
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
変

さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
同

店
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
で
経
営

す
る
八
幡
自
動
車
商
会
（
酒
田

市
、
池
田
等
社
長
）
が
主
催
し

た
。ｂ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

放
射
能
汚
染
が

題
材
の
抽
象
画

長
井
・
平
吹
さ
ん
作
品
展

西
置
賜
の
美
術
団
体
「
創
画

会
」
会
長
で
、
県
美
展
無
鑑
査

の
画
家
平
吹
信
彦
さ
ん
（

）

33
長
井
市
高
野
町
１
丁
目
、
写

真
33
の
作
品
展
が

日
、
市
内

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
停
車
場
で
始
ま

っ
た
。展
示
し
た
抽
象
画
に
は
、

福
島
第
１
原
発
事
故
に
伴
う
放

射
能
汚
染
へ
の
不
安
感
を
投
影

し
た
。

平
吹
さ
ん
は
小
国
町
の
中
学

校
で
美
術
教
師
を
し
て
い
た

代
か
ら
地
面
に
残
る
足
形
模
様

を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
図
形
的
な

幾
何
学
模
様
と
組
み
合
わ
せ
た

抽
象
画
を
描
い
て
き
た
。
こ
の

「
あ
し
が
た
シ
リ
ー
ズ
」か
ら
、

東
日
本
大
震
災
以
降
の
作
品
を

中
心
に
「
ど
う
な
っ
て
い
る
の
」

「
不
安
」
な
ど
と
題
し
た
８
点

を
展
示
し
た
。

「
大
震
災
に
直
面
し
、
表
現

者
と
し
て
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
悩
み
な
が
ら
描
き
続

け
て
き
た
」
と
平
吹
さ
ん
。
ど

の
作
品
も
原
発
問
題
を
念
頭
に

絵
筆
を
握
り
、
放
射
能
汚
染
に

苦
し
む
福
島
県
民
に
思
い
を
寄

せ
て
制
作
し
た
。
「
画
面
に
描

い
た
足
形
は
人
間
の
歴
史
の
象

徴
。
作
品
を
通
し
て
人
間
の
在

り
方
が
こ
れ
で
い
い
の
か
と
訴

え
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
８

月
４
日
ま
で
。

水
力
発
電
で
走
る

ミ
ニ
カ
ー
を
製
作

寒
河
江
・
も
の
づ
く
り
教
室

小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
も

の
づ
く
り
教
室
」
が

日
、
寒

河
江
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
で
開

か
れ
、
寒
河
江
工
業
高
の
生
徒

が
〝
先
生
〞
と
な
り
、
子
ど
も

た
ち
に
工
作
を
手
ほ
ど
き
し

た
。同

校
の
情
報
技
術
科
、
土
木

科
、
機
械
科
が
、
簡
易
電
子
キ

ー
ボ
ー
ド
、
歯
車
型
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
な
ど
三
つ
の
製
作
体
験
ブ

ー
ス
を
開
設
。
水
力
発
電
で
走

る
ミ
ニ
カ
ー
作
り
に
は
市
内
外

の
児
童

人
が
参
加
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
全
長
約
５
㌢
の
車

を
組
み
立
て
た

後
、
近
く
の
せ

き
の
流
れ
を
利

用
し
て
ス
ク
リ

ュ
ー
を
回
し
た

り
、
手
回
し
発
電
器
を
使
っ
た

り
し
て
電
気
を
蓄
電
器
に
た

め
、
ミ
ニ
カ
ー
の
モ
ー
タ
ー
を

回
し
た
。

夏
休
み
で
母
の
実
家
に
帰
省

中
の
仙
台
市
幸
町
南
小
５
年
、

上
條
涼
馬
君

は
「
速
く
走

る
百
点
満
点
の
車
が
で
き
た
。

水
力
発
電
を
家
で
も
試
し
て
み

た
い
」
と
話
し
、
夢
中
に
な
っ

て
い
た
。

寒
河
江
工
高
の
創
立

周
年

と
、
寒
河
江
市
技
術
振
興
協
会

の

周
年
を
記
念
し
た
合
同
企

画
。ア
イ
ジ
ー
工
業
（
東
根
市
）

の
協
力
に
よ
る
科
学
実
験
な
ど

も
披
露
さ
れ
た
。

一
日
図
書
館
員
が

楽
し
く
返
本
作
業

高畠

図
書
館
の
仕
事
を
体
験
す
る

「
一
日
図
書
館
員
」
が

日
、

高
畠
町
立
図
書
館
（
酒
井
紀
子

館
長
）
で
開
か
れ
、
児
童
が
貸

し
出
し
や
返
本
作
業
を
体
験
し

た
33
写
真
。

図
書
館
の
利
用
を
促
そ
う
と

夏
休
み
に
合
わ
せ
体
験
日
を
設

定
し
、
こ
と
し
で
９
年
目
。
こ

の
日
は
亀
岡
小
４
年
の
後
藤
優

奈
さ
ん

９

と
山
木
美
奈
さ
ん

９

が
参
加
し
、
貸
し
出
し
方

法
や
、
調
べ
も
の
を
手
伝
う
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
説
明

を
受
け
た
。
図
書
館
側
が
準
備

し
た
お
そ
ろ
い
の
エ
プ
ロ
ン
を

着
用
し
、
本
棚
の
前
で
返
本
作

業
。
後
藤
さ
ん
は
「
ず
っ
と
前

か
ら
興
味
が
あ
っ
た
の
で
楽
し

い
」
と
満
足
そ
う
。
カ
ウ
ン
タ

ー
に
座
り
本
の
貸
し
出
し
も
行

い
、
山
木
さ
ん
は
「
と
て
も
緊

張
し
た
」
と
話
し
た
。

よ
く
燃
え
そ
う

で
き
た
炭
に
満
足

東
根
・
高
崎
小
児
童

炭
焼
き
の
体
験
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
東
根
市
の
高
崎
小

（
小
野
寺
輝
彦
校
長
）
の
４
〜

６
年
生

人
が

日
、
学
区
内

の
関
山
地
区
に
あ
る
「
里
山
キ

ッ
ズ
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
」
で
、

完
成
し
た
炭
の
箱
詰
め
作
業
を

行
っ
た
。

今
月

日
に
児
童
た
ち
が
ナ

ラ
な
ど
の
炭
材
を
窯
に
入
れ
、

地
元
の
関
山
愛
林
公
益
会
（
清

野
栄
三
理
事
長
）
が
焼
い
て
完

成
さ
せ
た
。
こ
の
日
は
、
会
員

た
ち
が
炭
を
次
々
と
窯
か
ら
搬

出
。
児
童
た
ち
は
長
さ
約

㌢

に
切
り
そ
ろ
え
、
３
㌔
ず
つ
箱

に
入
れ
た
。
９
月

日
に
同
所

で
開
く
「
里
山
キ
ッ
ズ
ド
リ
ー

ム
ラ
ン
ド
祭
」
で
１
箱
３
０
０

円
で
販
売
す
る
。

同
校
は
毎
年
、
会
の
協
力
を

得
て
体
験
学
習
。
本
年
度
は
、

炭
焼
き
を
テ
ー
マ
に
し

た
紙
芝
居
作
り
に
も
取

り
組
む
。
炭
焼
き
を
初

め
て
体
験
し
た

４
年

佐
藤
聖
（
ひ
じ
り
）
君

は
「
よ
く
燃
え
そ

う
な
、
き
れ
い
な
炭
が

で
き
た
。
多
く
の
人
に

買
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
満

足
顔
だ
っ
た
。

力を合わせタイヤの着脱を行う子ども

たち＝山形市・車検のコバックＲ286

鉄砲町店

流水を利用して発電

器のスクリューを回

す子どもたち

＝寒河江市

丁
寧
に
炭
を
切
り
そ
ろ

え
る
児
童
た
ち
33
東
根

市
・
里
山
キ
ッ
ズ
ド
リ

ー
ム
ラ
ン
ド

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
製
造
工
程

な
ど
を
学
ぶ
参
加
者

33
酒
田
市
・
酒
田
天

然
ガ
ス

ご
み
の
減
量
方
法
を
記
し
た
チ

ラ
シ
や
水
切
り
ネ
ッ
ト
を
配
布

し
た

33
上
山
市
・
カ
ミ
ン

洗
車
や
タ
イ
ヤ
着
脱
に
挑
戦
山
形

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を

収
穫
す
る
児
童
た
ち

33
東
根
市

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
や

デ
ラ
ウ
エ
ア
を
収
穫

東
根
で
児
童

人

「
果
樹
王
国
ひ
が
し
ね
農
業

体
験
ス
ク
ー
ル
２
０
１
３
」
が

日
、
東
根
市
内
で

行
わ
れ
、
小
学
生
が

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
や

ブ
ド
ウ
を
収
穫
し

た
。市

内
の
小
学
３
〜

６
年
生
約

人
が
参

加
。
同
市
長
瀞
、
農

業
森
谷
孝
司
さ
ん

の
ハ
ウ

ス
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
同
市

本
丸
南
２
丁
目
、
農
業
横
尾
憲

雄
さ
ん

の
畑
で
ブ
ド
ウ

「
デ
ラ
ウ
エ
ア
」
の
収
穫
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
た
。

白
や
淡
い
ピ
ン
ク
の
花
を
咲

か
せ
た
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
根

元
か
ら
抜
き
、
神
町
小
６
年
高

橋
歩
海
（
あ
ゆ
み
）
さ
ん

は
「
き
れ
い
な
花
。
玄
関
に
飾

り
た
い
」
と
に
っ
こ
り
。
デ
ラ

ウ
エ
ア
を
丁
寧
に
も
ぎ
取
り
、

味
を
確
か
め
た
東
根
中
部
小
５

年
村
岡
早
桜
（
は
お
）
さ
ん

は
「
甘
酸
っ
ぱ
く
て
お
い

し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

果
樹
王
国
ひ
が
し
ね
農
産
物

安
全
推
進
協
議
会
な
ど
が
主
催

し
、
毎
年
行
っ
て
い
る
。
児
童

た
ち
は
こ
の
日
、
栽
培
状
況
に

つ
い
て
の
座
学
も
受
け
、
昼
食

会
で
は
地
元
農
産
物
を
使
っ
た

料
理
を
味
わ
っ
た
。
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旧暦

２月25日

※
左
か
ら

誕
生
月

。
文
章
の
後

は
「
吉
数

吉
色

方
位

、
さ

ら
に

健
康

金
銭
」「
異
性

◎

最
良

○
良

△
普
通

▽
注
意

１月 ツキのある９月生まれと協力すれば大吉に ３ 朱 南東 ○ △ △
２月 皆に祝福され、物事大いに進む。自信肝要 ５ 金 西北 △ ○ ○
３月 勢い盛ん、発展の好機。謙虚に身を処し吉 ９ 黒 北 ◎ ▽ ○
４月 変転の兆しあり。軽はずみな行動を慎んで ６ 茶 北東 ○ △ ▽
５月 諸事円滑。が苦労をいとい近道すると穴に ８ 白 西 ▽ ○ ○
６月 急進は禁物だが、決断遅れると好機を逸す ２ 緑 東 ○ △ △
７月 親しき仲にも礼儀。高ぶらずおごらず接す １ 青 東北 △ ○ ▽
８月 エビタイ運。わずかな元手で大利を得る日 ７ 黄 西南 ▽ ○ ○
９月 渡る世間に鬼はなし。心温まる人と出会う 紫 北西 ○ ▽ ◎
月 一つ一つクリアしていく段取りが抜群な日 ３ 桃 東南 ○ ○ △
月 幸せの余韻続くがボンヤリしていられない ７ 銀 南西 △ △ ○
月 福運が続々樤い込む。独占禁物、福分けを ４ 赤 南 ○ ◎ △
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写真・文 高嶋清明

撮影地・鶴岡市 出現期・４～５月

早
春
に
い
ち
早
く
花
を
つ
け

る
植
物
と
言
え
ば
、
フ
キ
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
フ

キ
の
花
と
は
、
い
わ
ゆ
る
フ
キ

ノ
ト
ウ
。
庄
内
で
は
「
ば
ん
け
」

と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
だ
。
正
確

に
言
う
と
、
ば
ん
け
と
は
つ
ぼ

み
の
こ
と
で
、
花
の
咲
い
た
、

い
わ
ゆ
る
「
と
う
が
立
っ
た
」

も
の
は
、
ば
ん
け
で
は
な
い
。

ふ
き
の
と
う
み
そ
の
独
特
の
苦

み
は
癖
に
な
る
。
毎
年
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
は
き
っ
と
多

い
は
ず
。
そ
れ
は
昆
虫
た
ち
に

と
っ
て
も
同
じ
か
も
し
れ
な

い
。雪

が
解
け
、
地
面
が
露
出
す

る
と
た
だ
ち
に
花
が
開
く
か

ら
、
早
春
の
昆
虫
た
ち
は
待
っ

て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
集
ま
っ

て
く
る
。
中
で
も
、
ク
ロ
ハ
ナ

ア
ブ
の
仲
間
は
多
い
。
真
っ
黒

な
ア
ブ
が
、
全
身
花
粉
ま
み
れ

で
、
別
の
虫
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
花
粉
の
運
び
屋
に
も
な

っ
て
い
る
の
で
、
フ
キ
を
は
じ

め
と
す
る
春
の
植
物
た
ち
に
と

っ
て
も
、
ク
ロ
ハ
ナ
ア
ブ
は
待

ち
に
待
っ
た
存
在
に
違
い
な

い
。

山 形 0
酒 田 0
新 庄102
肘 折284
尾花沢114
大井沢238
米 沢 47
長 井 70
小 国150

日午後
５時現在 ㌢
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満潮
・
――

干潮
７・
・

（ 日）
日出 ５・

日入 ・

月出 ３・

月入 ・

月齢 ・３

【天気概況】県内はおおむね晴れたが、庄内、

最上は曇りで雨や雪の所もあった。 日は晴れ

で、気圧の谷の影響により曇る所もある。

▽海上予報 波の高さは 日が１㍍、 日が

15㍍。

◇ 日の気温（天気は 時現在）

最高 平年差 最低 平年差

山 形 86（ 18） 29（ 33）晴

酒 田 65（ 35） 06（ 23）曇

新 庄 31（ 53） 31（ 22）雪

米 沢 56（ 33） 79（ 79）晴

尾花沢 48（ 27） 26（ 18）晴

札 幌 79（ 19） 17（ 03）晴

仙 台 107（ 0） 17（ 37）晴

東 京 127（ 18） 44（ 23）晴

名古屋 144（ 10） 08（ 47）晴

大 阪 146（ 07） 22（ 47）晴

福 岡 149（ 07） 36（ 41）雨

那 覇 184（ 40） 143（ 29）曇
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◇
義
援
金
は
山
形
新
聞
、
山
形
放
送
の
本
社
と
酒
田
、
鶴
岡
、

新
庄

村
山

天
童

寒
河
江

米
沢

長
井

南
陽
の
各
支
社
窓
口

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時

で
受
け
付
け
ま
す

な
お
街
頭
や
、

各
戸
を
訪
問
す
る
個
別
の
募
金
活
動
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

自
動
車
販
売
・
整
備
の
八
幡
自

動
車
商
会
（
酒
田
市
）
な
ど
全
国

の
同
業
８
社
が
、
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク

を
福
岡
県
か
ら
リ
レ
ー
形
式
で
、

被
災
し
た
石
巻
市
の
同
業
者
に
運

ん
だ
。

日
、
同
社
が
ア
ン
カ
ー

と
し
て
現
地
に
届
け
た
。

被
災
し
た
の
は
阿
部
勝
自
動
車

工
業
。
津
波
被
害
で
工
場
や
展
示

場
は
壊
滅
状
態
だ
と
い
う
。
こ
の

た
め
、
同
社
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
を
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

や
菓
子
類
な
ど
の
救
援
物
資
と
共

に
、
親
交
の
あ
る
八
幡
自
動
車
商

会
な
ど
企
業
有
志
が
運
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
は
が
れ
き
の

撤
去
な
ど
に
使
わ
れ
る
と
い
う
。

福
岡
県
の
企
業
が
ト
ラ
ッ
ク
を

用
意
し
、

日
に
同
県
筑
紫
野
市

を
出
発
。
参
加
企
業
の
関
係
者
が

運
転
し
て
広
島
県
や
京
都
府
、
福

井
、
新
潟
県
な
ど
を
経
由
、
八
幡

自
動
車
商
会
が
運
営
す
る
山
形
市

の
「
車
検
の
コ
バ
ッ
ク
Ｒ
２
８
６

鉄
砲
町
店
」
に

日
午
後
３
時
す

ぎ
到
着
し
た
。
新
潟
県
三
条
市
か

ら
運
転
し
て
き
た
丸
山
自
動
車
の

丸
山
勇
一
専
務

か
ら
〝
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
〞
さ
れ
た
同
店
の
本
間

義
治
工
場
長

が
現
地
に
輸

送
。
「
つ
な
が
り
の
あ
る
企
業
だ

か
ら
こ
そ
、
少
し
で
も
手
助
け
に

な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

新
た
な
善
意

万

円

日
赤
へ
の
寄
託
３
億
に

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、
山
形
新
聞
、
山
形
放
送
、
山
新
放
送
愛
の
事
業
団
が

受
け
付
け
て
い
る
義
援
金
は

日
、
２
７
５
件
、
約
２
６
１
４
万
円
が
寄
せ
ら
れ
た
。
集
ま
っ
た
善
意

は
累
計
で
３
２
８
５
件
、
総
額
約
３
億
７
５
０
４
万
円
と
な
っ
た
。
事
業
団
は
同
日
、
被
災
地
に
送
る

た
め
、
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
か
ら
１
億
５
千
万
円
を
日
本
赤
十
字
社
県
支
部
に
寄
託
。
こ
れ
ま
で
寄
託

し
た
総
額
は
３
億
円
と
な
っ
た
。

山
形
新
聞

山
形
放
送

愛
の
事
業
団

◇
三
和
メ
イ
テ
ッ
ク
（
鶴
岡
市
）

は
１
０
０
万
円
を
、
梅
田
武
雄
社

長
が

万
円
を
山
形
新
聞
鶴
岡
支

社
を
通
じ
て
寄
託
し
た
。
同
社
は

大
震
災
後
、
宮
城
県
の
女
川
原
発

に
社
員
を
派
遣
し
、
配
管
の
修
理

に
当
た
ら
せ
た
。
梅
田
社
長
は
「
被

災
者
が
希
望
を
持
て
る
よ
う
、
明

か
り
を
提
供
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

◇
山
形
交
響
楽
団
は

万
３
５

９
７
円
、
音
楽
監
督
の
飯
森
範
親

さ
ん
は

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
託

し
た
。
山
響
は

日
、
山
形
市
の

県
民
会
館
で
被
災
者
支
援
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
き
、
県
内
在
住
者
の
入

場
料
は
全
額
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
充

て
た
ほ
か
、
終
演
後
に
ロ
ビ
ー
で

募
金
を
呼
び
掛
け
た
。
山
形
メ
デ

ィ
ア
タ
ワ
ー
を
訪
れ
た
飯
森
さ
ん

は
「
演
奏
に
涙
を
流
し
て
喜
ん
で

く
れ
た
人
も
い
た
。
つ
か
の
間
で

も
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
を
忘
れ
る
時
間

が
あ
っ
た
方
が
い
い
と
思
っ
て
取

り
組
ん
だ
が
、
実
施
し
て
良
か
っ

た
」
と
語
っ
た
。

◇
社
会
福
祉
法
人
長
井
福
祉
会

（
長
井
市
、
外
田
陽
理
事
長
）
は

１
０
０
万
円
、
長
井
福
祉
会
慈
光

園
一
同
は

万
円
を
寄
託
。
４
月

に
予
定
し
て
い
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
慈
光
園
の
増
床
と
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
新
築
の
竣
工

（
し
ゅ
ん
こ
う
）
祝
賀
会
を
中
止

し
、
そ
の
費
用
を
義
援
金
に
。
役

職
員
と
入
所
者
も
善
意
を
寄
せ

た
。
外
田
理
事
長
ら
が
山
形
新
聞

長
井
支
社
を
訪
れ
「
少
し
で
も
被

災
者
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
」
と
話
し
た
。

◇
西
川
町
の
本
道
寺
地
区
会

（
黒
田
宣
幸
会
長
、

世
帯
）
は

地
区
の
基
金
会
計
か
ら
１
０
０
万

円
を
寄
託
。
黒
田
会
長
、
山
内
正

名
夫
副
会
長
、
宮
林
良
幸
事
務
局

長
が
山
形
新
聞
寒
河
江
支
社
を
訪

れ
た
。
「
１
９
９
６
年
か
ら
仙
台

市
の
中
学
生
を
農
業
体
験
で
受
け

入
れ
て
い
る
。
胸
の
痛
く
な
る
大

災
害
を
前
に
黙
っ
て
見
て
い
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
黒
田
会
長
。

◇
天
童
市
の
県
総
合
運
動
公
園

な
ど
の
指
定
管
理
者
「
や
ま
が
た

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
」
（
山
形
市
、

伊
藤
修
二
社
長
）
は
１
０
０
万
円

を
寄
託
。
今
晴
夫
常
務
執
行
役
、

半
田
清
一
総
務
課
長
が
山
形
メ
デ

ィ
ア
タ
ワ
ー
を
訪
れ
、
「
県
総
合

運
動
公
園
メ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
が
救

援
物
資
を
集
積
し
、
効
果
的
に
被

災
地
に
搬
送
す
る
拠
点
に
な
っ
て

い
る
。
私
た
ち
も
何
と
か
力
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
」
。

◇
医
療
法
人
小
松
医
院
（
寒
河

江
市

小
松

栄
一
理
事
長

と
従

業
員
一
同
は
、
計
１
０
２
万
８
千

円
を

寄
託
し
た
。
小
松
理
事
長

が
山
形
新
聞

寒
河
江
支
社
を
訪

れ
た
。

寄託する千歳ののはな保育

園と千歳保育園の園児たち

◇
小
白
川
町
第
三
区
自
治
会

（
山
形
市
、
荒
井
健
二
会
長
）
は

万
円
を
寄
託
。
町
内
会
に
協
力

を
求
め
、
住
民
４
６
５
人
の
善
意

が
集
ま
っ
た
。
荒
井
会
長
と
荘
司

和
夫
事
務
局
長
が
山
形
メ
デ
ィ
ア

タ
ワ
ー
を
訪
れ
、
「
一
日
も
早
く

復
興
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
一

助
に
な
れ
ば
」
と
語
っ
た
。

◇
山
形
市
の
千
歳
保
育
園
、
千

歳
の
の
は
な
保
育
園
（
若
狭
谷
信

子
総
括
園
長
）
は
、
計

万
２
千

円
を
寄
託
し
た
。
両
園
の
保
護
者

や
職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
。

園
児
代
表
の
守
屋
蓮
士
君
と
岩
淵

葵
生
ち
ゃ
ん

千
歳
保
育
園
年
長

組
、
浜
田
翔
太
朗
君
と
伊
藤
夢
（
の

ぞ
み
）
ち
ゃ
ん

千
歳
の
の
は
な

保
育
園
同

ら
が
山
形
メ
デ
ィ
ア

タ
ワ
ー
を
訪
れ
、
「
僕
た
ち
、
私

た
ち
の
気
持
ち
で
す
」
と
声
を
そ

ろ
え
て
手
渡
し
た
。

◇
県
立
米
沢
女
子
短
大
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
」
は

万
９
千
円
を
山
形
新

聞
置
賜
総
支
社
に
寄
託
。
米
沢
市

内
で
４
日
間
、
募
金
活
動
を
展
開
。

松
田
知
恵
代
表
（
１
年
）
は
「
社

会
問
題
を
み
ん
な
で
共
有
し
長
期

的
な
支
援
を
呼
び
掛
け
た
か
っ

た

福
島
県
二
本
松
市
出
身
で
家

族
や
友
人
も
被
災
し
た
渡
辺
千
明

さ
ん

同

は

居
て
も
立
っ
て
も

い
ら
れ
ず
何
か
し
た
か
っ
た

◇
上
郷
少
年
防
火
ク
ラ
ブ
（
長

井
市
）
は
山
形
新
聞
長
井
支
社
を

通
じ
４
万
５
８
８
６
円
を
寄
託
。

ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
西
根
小
の
児

童
８
人
が

日
、
地
区
内
の

戸

を
回
り
善
意
を
募
っ
た
。
阪
神
淡

路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震

の
際
に
も
行
っ
て
お
り
「
一
日
も

早
い
復
興
を
願
い
活
動
し
た
」
。

丸山勇一丸山自動車専務（左）から車検のコバ

ックＲ286鉄砲町店の本間義治工場長（右）に

トラックと救援物資の輸送を託された＝山形市

荒井健二会長（左）と

荘司和夫事務局長
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寄
託
す
る
山
形
大
医
学
部
の

卒
業
生
た
ち
（
右
）

柿
崎
正
雄
社
長
（
右
）
と

柿
崎
正
信
専
務

◇
山
形
大
医
学
部
（
山
下
英
俊

学
部
長
）
は
、
教
職
員
と
、
付
属

病
院
の
窓
口
に
募
金
箱
を
設
置
し

て
集
ま
っ
た
患
者
ら
か
ら
の
善
意

を
合
わ
せ
た

万
円
、
こ
の
春
卒

業
す
る
学
生
一
同
か
ら
の

万
円

を
寄
託
し
た
。
山
川
光
徳
副
学
部

長
、
医
学
科
６
年
の
須
貝
孝
幸
さ

ん

、
看
護
学
科
４
年
の
伊
藤

麻
子
さ
ん

ら
が
山
形
メ
デ
ィ

ア
タ
ワ
ー
を
訪
れ
た
。
学
生
側
か

ら
の
提
案
で
、
中
止
し
た
謝
恩
会

の
会
費
を
寄
付
し
た
。
山
川
さ
ん

は
「
山
大
に
も
被
災
し
た
人
が
い

た
。
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
」
と
話
し
た
。

◇
「
宝
石
の
柿
崎
」
（
新
庄
市
、

柿
崎
正
雄
社
長
）
の
柿
崎
社
長

と
柿
崎
正
信
専
務

が
山

形
新
聞
最
北
総
支
社
を
通
じ
て
義

援
金
１
０
０
万
円
を
寄
託
。
柿
崎

社
長
は
「
太
平
洋
戦
争
で
は

九

死
に
一
生

を
得
た
。
命
あ
る
こ

と
に
感
謝
し
て

い
る
。
被
災
者

へ
の
支
援
と
被
災
地

の
復
興
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て

い
る
。

◇
特
定
医
療
法
人
社
団
み
ゆ
き

会
（
上
山
市
、
太
田
吉
雄
理
事
長
）

は
社
員
の
善
意
を
合
わ
せ
１
０
０

万
円
を
寄
託
。
み
ゆ
き
会
病
院
を

は
じ
め
、
介
護
事

業
な
ど
を
展
開
し

て
お
り
、
三
沢
邦

昭
常
務
理
事
‖
写

真
‖
は
「
震
災
に
よ
り
物
流
が
困

難
で
利
用
者
の
食
事
を
献
立
通
り

に
提
供
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た

と
話
し
た

三
沢
常
務
理
事
と
奥

山
弘
之
本
部
機
構
財
務
部
長
が
山

形
メ
デ
ィ
ア
タ
ワ
ー
を
訪
れ
た
。
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呼
び
掛
け

広
が
れ
善
意
の
輪

◇
発
酵
分
解
力
が
優
れ
た
堆
肥

発
酵
促
進
剤
の
開
発
な
ど
を
手
掛

け
る
ワ
ー
コ
ム
農
業
研
究
所
（
真

室
川
町
、
栗
田
幸

太
郎
社
長

写

真
）
は
１
０
０
万

円
を
寄
託
。
堆
肥

発
酵
促
進
剤

ワ
ー
コ
ム

で
排
せ

つ
物
を
分
解
し

防
臭
効
果
も
高

い
仮
設
ト
イ
レ
を
被
災
し
た
宮
城

県
石
巻
市
に
設
置

衛
生
面
で
も

被
災
者
を
支
援
し
て
い
る

栗
田

社
長
が
山
形
メ
デ
ィ
ア
タ
ワ
ー
を

訪
れ

多
く
の
知
人
が
被
災
し

た

作
物
を
作
れ
る
所
に
肥
料
を

届
け
る
な
ど
助
け
て
い
き
た
い

◇
さ
と
う
歯
科
医
院
（
尾
花
沢

市
、
佐
藤
崇
文
院
長
）
は
１
０
０

万
円
を
寄
託
。
佐
藤
院
長

の

妻
裕
子
さ
ん

が
山
形
新
聞
村

山
支
社
を
訪
れ
「
院
長
が
被
災
者

の
身
元
確
認
の
た
め
先
週
２
日

間
、
宮
城
県
石
巻
市
な
ど
に
入
っ

た
。
被
災
地
の
た
め
に
で
き
る
限

り
の
こ
と
を
し
た
い
」
。

【

日
に
寄
託
し
た
団
体
・
個

人
】（

午
後
５
時
現
在
、
敬
称
略
）

▽
団
体

チ
ト
セ
会
千
歳
の
の

は
な
保
育
園
職
員
一
同
、
チ
ト
セ

会
千
歳
の
の
は
な
保
育
園
卒
園
児

一
同
、
チ
ト
セ
会
千
歳
保
育
園
職

員
一
同
、
チ
ト
セ
会
千
歳
保
育
園

父
兄
一
同
、
山
形
丸
果
中
央
青
果

・
山
形
丸
果
中
央
青
果
役
職
員
一

同
・
山
形
丸
果
生
産
者
組
合
・
山

果
連
・
山
果
連
果
実
出
荷
組
合
、

や
ま
が
た
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
、
山

形
大
医
学
部
２
０
１
０
年
度
卒
業

生
一
同
、
山
形
大
医
学
部
教
職
員

及
び
附
属
病
院
患
者
さ
ん
等
、
山

形
交
響
楽
団
、
イ
ト
ウ
建
設
、
小

白
川
町
第
３
区
自
治
会
会
員
一

同
、
上
桜
田
農
事
実
行
組
合
組
合

員
一
同
、
西
小
６
学
年
保
護
者
一

同
、
真
宗
大
谷
派
等
栄
寺
同
朋
会
、

東
海
大
山
形
高
デ
ィ
ベ
ー
ト
部
Ｏ

Ｂ
会
有
志
一
同
、
南
原
町
二
丁
目

町
内
会
、
囲
碁
サ
ロ
ン
那
智
、
あ

じ
さ
い
タ
ウ
ン
村
木
沢
自
治
会
、

東
青
田
一
区
町
内
会
、
モ
リ
ヤ
電

工
、
栴
檀
学
園
南
光
幼
稚
園
、
南

光
幼
稚
園
第

回
卒
園
生
保
護
者

会
、
紅
花
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会
、
日

本
棋
院
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
支

部
、
錦
産
業
社
員
会
、
ス
ズ
キ
工

業
、
す
ず
き
理
容
室
、
あ
か
ね
理

容
室
、
蔵
王
パ
ラ
ダ
イ
ス
樹
氷
の

家
、
あ
す
な
ろ
保
育
園
く
り
組
保

護
者
会
、
陣
場
サ
ン
マ
ル
ク
ラ
ブ
、

中
井
こ
ど
も
医
院
職
員
一
同
、
山

形
流
通
団
地
、
コ
ー
ワ
商
会
、
渡

辺
ボ
デ
ー
、
エ
イ
ア
イ
ジ
ー
ス
タ

ー
生
命
山
形
人
材
開
発
室
、
県
防

犯
協
会
連
合
会
職
員
一
同
、
百
目

鬼
温
泉
、
居
酒
屋
絆
、
宅
老
所
や

ま
が
た
あ
べ
さ
ん
家
、
東
海
大
山

形
高
教
職
員
一
同
、
泉
福
寺
護
持

会
一
同
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
市
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
、
斎
藤
電

気
工
事
（
以
上
山
形
）
武
田
一
家
、

山
辺
小
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
ひ

さ
ま
（
以
上
山
辺
）
天
童
高
原
ス

キ
ー
学
校
、
か
と
う
書
店
、
北
真

堂
書
店
社
員
一
同
、
天
童
ワ
イ
ン
、

富
士
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
富
士
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
従
業
員
一
同
、
出
羽
紙

器
親
睦
会
、
天
童
住
宅
設
備
、
芳

賀
子
ど
も
会
育
成
会
、
春
日
町
内

会
、
山
形
電
波
工
業
高
、
冨
樫
縫

製
（
以
上
天
童
）
医
療
法
人
社
団

み
ゆ
き
会
、
医
療
法
人
社
団
み
ゆ

き
会
従
業
員
一
同
（
以
上
上
山
）

高
橋
・
佐
藤
さ
ん
還
暦
を
祝
う

会
、
三
和
メ
イ
テ
ッ
ク
、
庄
内
ヨ

ロ
ズ
・
ヨ
ロ
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、
阿
部
武
雄
音
楽
祭
・
阿
部
武

雄
を
歌
う
会
、
仙
台
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
鶴
岡
営
業
所
、
山

形
新
聞
鶴
岡
北
専
売
所
従
業
員
一

同
、
山
添
高
教
職
員
有
志
一
同
、

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
有
志
一
同
、
鶴

岡
南
高
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
保
護
者
会
、
鶴
岡
北
高
如
松
同

窓
会
、
荘
内
配
電
管
工
（
以
上
鶴

岡
）
酒
田
四
中
教
職
員
一
同
、
丸

高
有
志
、
酒
田
新
高
校
作
業
所
、

ウ
イ
ン
塾
、
公
認
会
計
士
斎
藤
俊

勝
事
務
所
、
斎
藤
経
営
会
計
、
科

学
経
営
研
究
所
、
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ

キ
ャ
ピ
タ
ル
、
斎
藤
経
営
会
計
社

員
一
同
、
イ
ヅ
ミ
電
気
工
業
、
酒

田
二
中
１
９
８
１
・

年
度
卒
業

同
窓
会
、
庄
内
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
０
１
０
、
２
０
１
０
年
度

酒
工
３
年
電
子
機
械
科
一
同
、
ア

プ
ロ
ー
チ
、
石
井
製
作
所
社
員
一

同
（
以
上
酒
田
）
庄
内
町
乗
慶
寺

梅
花
講
員
一
同
、
オ
イ
ル
ケ
ミ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
社
員
一
同
（
以
上
庄

内
）
新
庄
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
元
木
、
宮
内
町
一
組
町
内
会
、

新
庄
市
民
の
善
意
の
心
、
花
の
店

こ
ん
た
、
新
庄
南
高
萩
野
地
区
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
新
庄
南
高
教
職
員
一
同
、

マ
ル
サ
山
形
工
場
、
大
友
電
子
、

そ
ら
一
同
、
新
庄
東
高
サ
ッ
カ
ー

部
後
援
会
一
同
、
柿
崎
青
果
、
肉

の
マ
ル
リ
ン
、
新
庄
南
高
１
９
８

３
年
度
卒
業
生
一
同
、
新
庄
聖
マ

ル
コ
教
会
、
市
ア
パ
ー
ト
等
防
犯

連
絡
会
（
以
上
新
庄
）
真
室
川
北

部
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
真
室
川
こ

ど
も
園
た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園
保
護

者
会
、
た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園
職
員

一
同
、ワ
ー
コ
ム
農
業
研
究
所
（
以

上
真
室
川
）
舟
形
町
交
通
安
全
母

の
会
、
舟
形
町
女
性
消
防
団
（
以

上
舟
形
）
我
楽
久
多
会
（
鮭
川
）

小
田
島
小
教
職
員
一
同
、
神
町
電

子
野
球
部
一
同
、
東
根
中
部
小
６

年
４
組
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
サ
キ
ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
チ
ャ
ク
ラ
と
お
客
様
一
同

（
以
上
東
根
）
河
島
山
自
治
会
、

イ
ト
ウ
装
建
、
青
柳
土
木
と
社
員

一
同
と
家
族
一
同
、
市
林
業
ク
ラ

ブ
、
楯
岡
物
産
、
楯
岡
物
産
役
職

員
一
同
、
自
民
党
村
山
市
支
部
（
以

上
村
山
）
さ
と
う
歯
科
医
院
（
尾

花
沢
）
海
谷
芝
桜
会
（
大
石
田
）

小
松
医
院
、
小
松
医
院
従
業
員
一

同
、
寒
河
江
市
高
屋
２
の
２
町
会
、

醍
醐
小
職
員
一
同
、
陵
南
町
子
供

育
成
会
、
ニ
ッ
ト
オ
カ
ザ
キ
睦
会
、

西
根
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
以
上
寒
河
江
）

本
道
寺
地
区
会
、
吉
見
電
器
店
（
以

上
西
川
）
大
江
地
区
理
容
組
合
（
大

江
）
ト
キ
ワ
自
動
車
、
和
合
沼
向

区
民
一
同
（
以
上
朝
日
）
西
村
山

地
区
保
護
司
会
河
北
分
会
一
同

（
河
北
）
市
消
防
団
第
二
分
団
、

米
沢
女
子
短
期
大
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
、
市
川
商
店
、
関
生
産

森
林
組
合
、
屋
代
町
上
の
町
育
成

部
、
金
池
５
丁
目
町
内
会
、
岡
村

工
機
、
岡
村
工
機
社
員
一
同
、
小

野
川
温
泉
旅
館
組
合
、
小
野
川
温

泉
観
光
協
議
会
、
小
野
川
温
泉
商

業
組
合
、
に
じ
の
家
保
護
者
会
一

同
、
徳
町
町
内
会
一
同
、
米
沢
弓

道
連
盟
、
米
沢
弓
道
連
盟
会
員
有

志
一
同
、
松
川
小
教
職
員
一
同
（
以

上
米
沢
）
吉
田
中
央
転
作
生
産
組

合
、
川
西
二
中
同
窓
会
（
以
上
川

西
）
ヘ
ア
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
理
容

コ
セ
キ
、
光
陽
測
量
設
計
事
務
所
、

高
橋
木
工
所
、
高
橋
木
工
所
有
志

一
同
、
宮
内
桜
田
８
組
（
以
上
南

陽
）
三
和
漬
物
食
品
（
高
畠
）
大

竹
電
気
工
事
、
大
竹
電
気
工
事
社

員
一
同
、
上
郷
少
年
防
火
ク
ラ
ブ
、

鈴
木
建
築
有
志
一
同
、
河
井
地
区
、

市
消
防
団
、
伊
佐
沢
上
ノ
台
地
区

一
同
、
市
華
道
会
、
舘
久
保
地
区
、

ケ
ア
ス
テ
ー
ジ
と
こ
し
え
あ
や
め

通
り
職
員
一
同
、
長
井
福
祉
会
、

長
井
福
祉
会
慈
光
園
一
同
、
梅
津

医
院
、
こ
こ
ろ
指
定
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
、
丸
秀
長
井
工
業
従
業

員
一
同
、
豊
田
小
職
員
一
同
（
以

上
長
井
）
白
鷹
町
種
子
生
産
組
合

（
白
鷹
）
ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
会
、
飯
豊
一
小
教
職
員

一
同
（
以
上
飯
豊
）
立
命
館
大
Ｗ

ｅ

ａ
ｒ
ｅ

Ｉ
Ｎ
Ｓ
（
滋
賀
）

▽
個
人

匿
名
、
手
塚
敬
一
、

沼
沢
邦
明
、
高
橋
俊
吉
・
良
子
、

森
川
貴
子
、
会
田
耕
太
郎
、
山
口

淳
史
、
田
中
恵
子
、
匿
名
、
鈴
木

ち
さ
と
・
み
さ
と
、
小
関
英
子
、

匿
名
、
匿
名
、
向
田
政
義
・
貴
美

子
、
高
橋
千
代
子
、
斎
藤
繁
也
、

匿
名
、
匿
名
、
奥
山
瑞
美
、
鈴
木

尚
男
、
伊
豆
田
敏
夫
（
以
上
山
形
）

匿
名
、
匿
名
、
高
橋
純
子
、
下
山

武
志
、
片
桐
武
夫
・
利
子
、
結
城

雄
大
、
鈴
木
舜
、
矢
萩
卓
真
（
以

上
天
童
）
渡
辺
達
彦
（
山
辺
）
加

藤
正
・
美
枝
、
加
藤
嘉
隆
、
加
藤

賢
、
八
幡
喜
代
志
、
斎
藤
隆
夫
、

梅
田
武
雄
、
菅
原
優
、
匿
名
、
横

山
大
樹
・
佑
介
・
葵
（
以
上
鶴
岡
）

長
堀
光
男
、
中
村
タ
マ
キ
（
以
上

酒
田
）
粒
木
直
仁
、
高
橋
勝
夫
、

古
山
晃
大
・
陽
子
、
安
部
主
計
（
以

上
南
陽
）
尾
田
憲
一
（
川
西
）
鈴

木
政
子
、
鈴
木
香
織
、
岡
村
茂
、

岡
村
茂
子
、
吉
田
実
、
吉
田
麗
子
、

佐
藤
節
子
、
斎
藤
裕
満
、
鈴
木
真

理
、
東
端
佐
知
子
、
伊
藤
俊
雄
、

芳
賀
た
か
、
高
橋
広
司
・
ア
ケ
ミ

・
広
樹
・
か
づ
子
、
大
湊
千
広
、

田
村
末
子
（
以
上
米
沢
）
佐
々
木

秋
雄
・
紀
代
子
、
佐
藤
大
樹
、
平

田
寿
一
、
高
橋
明
良
・
直
生
（
以

上
長
井
）
菅
悠
悟
・
実
莉
（
白
鷹
）

遠
藤
美
由
紀
、
吉
田
千
優
・
真
己

・
夏
生
、
匿
名
（
以
上
村
山
）
江

刺
正
（
尾
花
沢
）
宮
林
優
希
、
佐

藤
俊
浩
・
三
瓶
稔
、
菊
地
広
子
、

仁
藤
寛
子
（
以
上
寒
河
江
）
中
塚

悟
・
幸
子
、
沼
沢
み
さ
子
、
小
野

京
子
、
関
歌
子
、
匿
名
、
柿
崎
正

雄
・
正
信
、
佐
藤
せ
つ
子
（
以
上

新
庄
）
伊
藤
寿
一
・
真
喜
子
（
鮭

川
）
大
町
晋
祐
・
素
康
（
大
江
）

佐
藤
孝
雄
、
阿
部
絹
子
（
以
上
東

根
）
飯
森
範
親
（
東
京
）

軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽
軽

義援金を託す梅田武雄社長 左

寄
託
し
た
飯
森
範
親
さ
ん

（
左
）

外
田
陽
理
事
長
（
右
）

本
道
寺
地
区
会
の
黒
田
宣
幸

会
長
（
右
）

今晴夫常務執行役 左 と

半田清一総務課長

□
渡
辺
順
生
さ
ん
が
受
賞

サ

ン
ト
リ
ー
芸
術
財
団

は

日
、

第

回
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
賞
に
、

チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
の

渡
辺
順
生

さ
ん

が
決
ま
っ
た
と
発
表

し
た
。
賞
金
は
７
０
０
万
円
。

古
楽
指
揮
者
と
し
て
の
活
動

や
、
バ
ッ
ハ
研
究

の
蓄
積
が
生

み
出
す
洞
察
力
豊
か
な
解
釈
に

基
づ
い
た
演
奏
な
ど
が
評
価
さ

れ
た
。

ま
た
優
れ
た
公
演
に
贈
ら
れ
る

第

回
佐
治
敬
三
賞
は
、
昨
年
２

月
に
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
で
開
か

れ
た
「
井
上
郷
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル
＃

モ
ー
ト
ン
・
フ
ェ
ル

ド
マ
ン
作
品
集
」
と
、
昨
年

月

に
東
京
文
化
会
館
で
開
か
れ
た

「
東
京
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
第

回
定
期
演
奏
会

湯
浅
譲
二
特

集
」
が
選
ば
れ
た
。

□
講
談
社
が
６
誌
を
無
料
公
開

講
談
社
は

日
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
被
災
地
へ
の
配
送
が

遅
れ
て
い
る
「
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ

ン
」
な
ど
同
社
刊
行
の
雑
誌
６
誌

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
料
公

開
す
る
と
発
表
し
た
。
公
開
期
間

は
４
月
１
日
〜

日
。

対
象
は
「
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
」

（

、

号
）
「
ヤ
ン
グ
マ
ガ
ジ

ン
」
（

、

号
）
「
週
刊
モ
ー

ニ
ン
グ
」
（

、

号
）
「
イ
ブ

ニ
ン
グ
」（
８
号
）
「
Ｋ
ｉ
ｓ
ｓ
」

（
６
号
）
「
Ｂ
Ｅ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」

（
７
号
）
。

同
社
の
「
講
談
社
コ
ミ
ッ
ク
プ

ラ
ス
」
（

）

内

の

特

設
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
る
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

■
山
形
い
す
ゞ
自
動
車
（
山
形

市
、
千
葉
一
宇
社
長
）
は

日
、

被
災
者
支
援
に
と
５
０
０
万
円
を

日
本
赤
十
字
社
県
支
部
に
寄
託
し

た
。
千
葉
社
長
が
県
庁
を
訪
れ
同

県
支
部
長
の
吉
村
美
栄
子
知
事
に

目
録
を
手
渡
し
た
。

■
米
沢
市
の
建
設
会
社
後
藤
組

（
後
藤
茂
之
社
長
）
や
同
社
の
従

業
員
一
同
な
ど
が

日
、
日
本
赤

十
字
社
県
支
部
米
沢
市
地
区
長
を

務
め
る
安
部
三
十
郎
米
沢
市
長
に

義
援
金
計
２
４
９
万
７
千
円
を
寄

託
し
た
。
後
藤
社
長
と
青
野
隆
一

常
務
が
同
市
役
所
を
訪
れ
た
。

■
大
石
田
町
の
阿
部
孝
義
町
長

は

日
、
山
形
市
の
日
本
赤
十
字

社
県
支
部
を
訪
れ
、
被
災
者
支
援

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
町
民
が

寄
せ
た
２
０
０
万
円
を
寄
託
し

た
。

◇
三
和
漬
物
食
品

高
畠
町

鈴

木
文
夫
社
長
）
は
１
０
０
万
円
を

寄
託
。
鈴
木
尚
彦
専
務
取
締
役
が

山
形
新
聞
南
陽
支
社
を
訪
れ
た
。

◇
楯
岡
物
産
（
村
山
市
、
桧
山

勝
社
長
）
が

万
円
、
同
社
役
職

員
一
同
が

万
円
を
山
形
新
聞
村

山
支
社
を
通
じ
て
寄
託
し
た
。

◇
高
橋
木
工
所
（
南
陽
市
、
高

橋
真
己
代
表
取
締
役
）
は

万
円

を
寄
託
。
高
橋
代
表
取
締
役
が
山

形
新
聞
南
陽
支
社
を
訪
れ
た
。

◇
岡
村
工
機
（
米
沢
市
）
と
社

員
一
同
、
岡
村
茂
社
長
ら
は
合
わ

せ
て

万
円
を
置
賜
総
支
社
に
寄

託
。
業
界
の
仲
間
も
多
く
被
災
し
、

先
週
は
仙
台
市
ま
で
お
金
や
物
資

を
届
け
た
と
い
う
岡
村
社
長
は

「
少
し
だ
が
被
災
地
全
体
に
も
贈

り
た
い
」
。

◇
百
目
鬼
温
泉
を
運
営
す
る
本

沢
（
山
形
市
、
渡
辺
弥
寿
雄
社
長
）

は

万
円
を
寄
託
。
震
災
後
、

〜

日
の
利
用
客
の
料
金
か
ら
１

０
０
円
ず
つ
を
義
援
金
に
充
て
た

ほ
か
、
利
用
客
と
職
員
か
ら
善
意

を
募
っ
た
。
渡
辺
社
長
が
山
形
メ

デ
ィ
ア
タ
ワ
ー
を
訪
れ
、
「
被
災

者
に
は
無
料
で
温
泉
を
開
放
し

て
い
る
。
今
は
被
災
者
を
救
う

こ
と
を
優
先
し
た
い
。
当
面
は

無
料
開
放
を
続
け
た
い
」
と
話

し
た
。
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NEWS PAPER  ｜ 新聞MAGAZINES  ｜ 雑誌・その他

「20年で売上高60倍の成長企業として特集」日経トップリーダー/2018年7月号　
ドラッカー教授　組織のづくりの原理原則/2019

「山形県下最大級の自動車販売・車検整備店を展開する躍進企業として特集」
「東日本大震災での復興支援活動」

山形県教育委員会主催　山形県立酒田東高等学校にて講演
山形県教育委員会主催　最上教育事務所にて講演
山形県庁主催　山形県職員育成センター様にて講演（3年連続）
株式会社船井総合研究所（東証1部上場）にて講演
学校法人　富沢学園主催　東北文教大学・東北文教大学短期大学部にて講演
実践するドラッカー　マネジメント塾にて講演
東北公益文化大学主催　FORUM21　ピーター・ドラッカーの経営思想を学ぶシンポジウムにて講演
東北地区知的障害者福祉協会主催　定時総会にて講演

社長講話歴

「世界の子どもにのワクチン1万本」

「世界初、無農薬・無施肥の『奇跡のリンゴ』の
栽培に成功した木村秋則氏と弊社社長の対談」

Big Li fe21/2014年4月号　

「フィディアホールディングス（シンクタンク）にて人材育成について特集」
FutureSight/2013年 No.59　フィディア総合研究所発行　

盛和塾/2018年12月号 通巻152号　裏表紙

「先進的なコールセンターのシステム・プロセスの取材」
月刊コールセンタージャパン/2016年9月号

「京セラ・KDDI創業者で日本航空の名誉
会長でもある稲盛和夫氏を塾長とする全
世界で100ヶ所以上の拠点を構える社長
塾の機関誌にて掲載」

Lectures presented by President Ikeda
Sakata Higashi High School,Yamagata Prefecture under the sponsorship of the board of education of Yamagata Prefecture.
Mogami Educational Office under the sponsorship of the board of education of Yamagata Prefecture.
Personnel Training Center,Yamagata Prefecture (Three consecutive years) under the sponsorship of Yamagata Prefectural office.
Funai Consulting Co., Ltd. (listed on the First Section of the Tokyo Stock Exchange)
Tohoku Bunkyo College and Tohoku Bunkyo Junior College under the sponsorship of Tomizawa Gakuen.
Practicing Drucker Management School.
FORUM21 symposium “Learning Peter Drucker’s Management Thought” under the sponsorship of Tohoku University of Community 
Service and Science. 
Regular general meeting under the sponsorship of Tohoku Association on Intellectual Disability.

Covered as the feature article of a growth company whose sales have grown sixty-fold for 20 years
by the Nikkei Top Leader / July 2018 issue & Dr. Drucker's organization forming rules / 2019

Covered as the feature article of “a rising company that has the largest-scale automobile dealers and automobile
inspection shops in Yamagata”by Big Life 21/ April 2014 issue.

Covered as the feature article of human resource cultivation by FIDEA Holdings (think tank) 
in “Future SIGHT”/No.59, 2013 published by the FIDEA Research Institute Corporation.

Covered as an advanced call center system and processes
by Monthly Call Center Japan/September 2016 issue.

Appeared in the newsletter published by the 
Presidents’ Club (Seiwa Jyuku) heade by Mr. 
Kazuo Inamori who is also the founder of Kyo-
cera and KDDI and an honorary chairman of 
JAL,and which has more than 100 locations  
arround the world.
Seiwa Jyuku/December 2018 issue, Vol.152, 
back cover.

A dialogue between President Ikeda and Mr. Akinori Kimura who 
succeeded in the cultivation of the world’ s first chemical-free and 
fertilizer-free “Kiseki no Ringo (Miraculous Apples)” 

Reconstruction Assistance for the Great East 
Japan Earthquake.

10,000 vaccines for children in the world.

「ウズベキスタン
 共和国大使と
 日本前大使と面会し
 車検制度の提案」

In t roduce  Japanese  
automobile inspection 
systems to Uzbekistan 
ambassador & former 
Japanese ambassador.

「ベトナム陸軍との車検教育
　WEB配信プログラム契約」
Contact our training program for automo-
bile inspection systems with a school of 
army of the Republic of Vietnam by a web.

「デジタルトランスフォーメーションで
  株式会社リコー様と実証実験開始」

Demonstrate Digital transformation 
Experiment with RICOH JAPAN 
Corp.



OVERSEAS  ｜ 海外への取り組み

YAWATAでは、新規事業の取り組みとして、海外での商品開発や新技術の輸入
などの可能性を開拓し、グローバル市場での新規事業の創造を目指しています。
私たちが国内で培った最高峰の自動車整備技術を基盤とし、その技術を応用し
、さらに海外の技術と融合することで新たな可能性を創造し、近い将来の海外へ
の事業展開を視野に入れ、グローバルで求められる自動車企業を目指した取り
組みを進めています。

世界での新たな価値を創造する、グローバル企業へ向けた挑戦。

（部品・輸出入）

2019年12月鈑金工場出店
株式会社オートバックスセブン様
　とのジョイント・ベンチャーで

CHINA  ｜ 中国

TAIWAN  ｜ 台湾

JAPAN  ｜ 日本

SINGAPORE  ｜ シンガポール

より高度な自動車パーツ開発を進め世界基準の品質とさらなる
最適価格の実現に向け、アジアを開発のフィールドとして展開。

50年以上に渡り、培ってきた技術により海外進出。

Taking the challenge of becoming to be a global company that will create new value in the world.

OVERSEAS

YAWATA aims to create new businesses in the global market by exploring the 
possibilities of overseas product development and the import of new technolo-
gies. By building on the highest-level automobile maintenance techniques that 
we have developed in Japan, applying them, and integrating them with overseas 
techniques, we will create new possibilities. We are also working  to evolve into 
the sort of automobile company that the world wants with an eye on business 
expansion into overseas markets in the near future.

We will expand into Asia as a field of development to help us achieve 
world-class quality and optimal prices for automobile parts by developing 
more advanced parts.

Overseas expansion based on the technologies we have built up 
over more than half a century.

(Parts/Import and export)

Body repair & painting factory scheduled to open in December 
2019. (Joint venture with Autobacs Seven Co., Ltd.) 

バックカメラ

Reversing camera

バッテリー（アイドリングストップ車用）

Battery (for start-stop system
               vehicles)

オイルフィルター

Oil filter

Drive recorder

ドライブレコーダー（DVR）

車検制度教育Web配信プログラム展開

海外で優秀な自動車整備士の人材育成のため、日本最
高水準の自社ノウハウを教育プログラム化し展開。
We are now expanding our training program by systematizing our 
know-how of the highest levels in Japan to nurture prospective top class 
develop educate truth automobile technicians in foreign countries. 

損害保険ジャパン株式会社に在籍している
全国の外国人技能実習生より採用
This program has been adopted by Sompo Japan Insurance Inc., and 
introduced into all the foreign technical intern trainees in Japan,

Expansion of training program for auto-
mobile inspection systems by a web.

VIETNAM  ｜ ベトナム


